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お か げさまで２０年

アンケートにお答えいただいた希
望者の中から抽選で湯浅誠先生
の『ヒーローを待っていても世界
は変わらない』を５名の方にプレ
ゼントします。右のバーコードを読
み取り、お申し込みください。大学
ジャーナルHPからもお申し込み
いただけます。

ど
は
、
極
論
す
れ
ば
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
学

生
も
教
員
も
各
自
が
独
自

の
も
の
を
確
立
し
て
い
く

場
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り

み
な
違
う
こ
と
は
大
前
提

な
の
で
す
。

た
だ
多
く
の
大
学
が
そ

れ
ほ
ど
明
確
な
目
的
意
識

が
な
く
て
も
入
学
で
き
る

の
と
違
い
、
こ
こ
へ
は
、

自
分
の
信
じ
る
道
を
無
我

夢
中
で
進
み
、
昼
夜
を
問

わ
ず
技
を
磨
き
、
た
と
え

数
百
年
を
経
て
時
代
が
変

わ
っ
て
も
、
必
ず
受
け
入

れ
ら
れ
る
も
の
を
作
る
と

い
う
信
念
、
強
く
大
き
な

気
概
が
な
け
れ
ば
入
学
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
し
っ
か

り
し
た
基
礎
力
は
必
要
で

す
が
、
入
試
の
ハ
ー
ド
ル

が
越
え
ら
れ
る
だ
け
で
は

十
分
で
あ
り
ま
せ
ん
。
若

い
時
に
、
自
分
で
「
上
手

い
」
と
思
っ
て
し
ま
う
と

意
欲
が
失
せ
成
長
が
止
ま

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
荒
削
り
で
も
い
い
。

目
的
が
あ
り
、
勉
強
す
れ

ば
成
長
す
る
だ
ろ
う
と
い

う
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

人
。
自
分
に
は
ま
だ
違
う

自
分
が
隠
れ
て
い
る
、

も
っ
と
成
長
す
る
余
地
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
人
に

こ
そ
入
っ
て
ほ
し
い
の
で

す
。本

学
の
入
学
者
の
選

考
期
間
は
、
国
立
大
学

の
中
で
は
、
と
て
も
長

い
。
実
技
を
見
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一

人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
見

さ
せ
て
も
ら
う
に
は
そ
れ

だ
け
時
間
が
必
要
な
の
で

す
。
現
在
、
日
本
の
大
学

で
は
入
試
改
革
の
機
運
が

高
ま
り
、
受
験
生
一
人
ひ

と
り
の
総
合
的
な
力
や
可

能
性
を
て
い
ね
い
に
見
る

べ
き
だ
と
の
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は

大
賛
成
で
す
。
た
だ
、
子

ど
も
か
ら
大
人
に
な
る
高

校
、
大
学
と
い
う
大
切
な

時
期
に
、
さ
ら
に
大
事
な

の
は
、
大
学
で
学
ん
だ
こ

と
、
専
門
性
が
社
会
へ
出

て
役
に
立
つ
よ
う
に
し
て

あ
げ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
日
本
の
90

数
％
の
大
学
が
で
き
て
い

な
い
。
い
や
む
し
ろ
世
界

的
な
傾
向
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
は
入
試
改
革
に

加
え
て
、
日
本
の
大
学
は

こ
の
点
を
こ
そ
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

日
頃
か
ら
声
を
大
に
し
て

い
ま
す
。

世
界
の
頂
を

目
指
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の

新
た
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

応
え
る

昨
今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
加
速
や
、
国
立
大
学
と

し
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再

定
義
は
、
本
学
に
と
っ
て

も
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
本
学
は
昨

秋
、『
学
長
宣
言
２
０
１

４
』
を
出
し
、
大
学
自
ら

が
世
界
の
頂
き
を
目
指
す

と
と
も
に
、
芸
術
を
通
じ

て
日
本
の
国
作
り
に
貢
献

す
る
だ
け
で
な
く
、
世
界

の
中
で
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
高
め
、
さ
ら
に
は
日

本
の
芸
術
を
ア
ジ
ア
や
世

界
へ
発
信
し
て
い
く
こ
と

大学トップから高校生へのメッセージ
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１９４５年新潟県佐渡市生まれ。東京藝術
大学大学院美術研究科修士課程工芸専
攻修了。同大学美術学部長、副学長・理
事を経て、平成１７年（２００５年）１２月より
学長。
金工作家として活躍し、イルカがモチーフの

「シュプリンゲン」シリーズなど作品多数。
日展内閣総理大臣賞、日本芸術院賞など
を受賞。新潟県立佐渡高校出身。

読者アンケート募集中

り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品

は
、
一
個
の
雫
が
一
つ
の

流
れ
と
な
り
い
ず
れ
大
河

と
な
る
よ
う
に
大
き
な
力

と
な
っ
て
世
界
に
感
動
を

与
え
て
い
く
の
で
す
。
私

は
本
学
の
学
生
に
、
芸
術

の
伝
導
者
た
れ
と
繰
り
返

し
語
っ
て
い
ま
す
。
自
分

自
身
に
も
周
り
の
人
た
ち

に
も
深
い
感
動
を
与
え
ら

れ
る
人
物
、
社
会
へ
出
て

輝
き
を
失
い
か
け
て
い
る

人
に
出
会
え
ば
、
そ
う
い

う
人
を
自
ら
の
輝
き
で
包

ん
で
あ
げ
ら
れ
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
。

そ
の
た
め
に
は
芸
術
活

動
を
通
じ
て
自
ら
の
心
を

磨
く
必
要
も
あ
る
。
私
は

《
人
の
笑
顔
は
自
分
の

心
》
と
い
う
言
葉
が
好
き

で
す
が
、
内
面
を
磨
き
そ

れ
を
美
し
く
す
る
こ
と
で

初
め
て
表
現
者
と
し
て
人

に
と
き
め
き
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

世
界
的
に
見
る
と
、
本

学
は
音
楽
、
美
術
、
そ
し

て
映
像
研
究
科
が
加
わ

り
、
数
少
な
い
総
合
芸
術

大
学
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
専
攻
は
細
か

く
分
か
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
他
の
多
く
の
大
学
の

よ
う
に
、
統
一
し
た
受
け

入
れ
方
針
や
教
育
方
針
な

わが国で唯一の国立の総合芸術大学、東京藝術大学。歴史も古く、岡倉天心※１、伊沢修二※２などが創始者や歴代校長に名を
連ねる。わが国固有の芸術文化の振興と国際社会への発信に加えて、世界の芸術文化の発展に寄与し、国際舞台で活躍する芸
術家、研究者の輩出がミッション。昨年には芸術系大学で唯一、スーパーグローバル大学創成支援事業（以下SGU）※３にも採
択されました。オリンピックを契機に、国際芸術文化都市として期待の高まる上野の杜※４の一角にあるキャンパスに、宮田亮平
学長をお訪ねし、藝大のミッションや芸術教育、高校時代に身に付けてきてほしいことなどについてお聞きしました。
※１  1863年～ 1913年、日本の思想家、文人。前身である東京美術学校の設立に大きく貢献した。第２代校長。
※２  1851年～1917年、明治・大正期の日本の教育者、教育学者。近代日本の音楽教育、吃音矯正の第一人者。前身である東京音楽学校の創始者の一人で初代校長。
※３  徹底した大学改革と国際化を断行し、国際通用性を高め、国際競争力の強化のために教育環境の整備に取り組む大学を支援する。
※４  東京藝術大学を中心に産官が参集する上野「文化の杜」新構想がある。
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伝
導
者
と
な
る
た
め
に

　東京藝術大学学長

宮田　亮平 先生 

世
に
と
き
め
き
を

2
0
0
7
年
に
掲
げ

た
本
学
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
を
一

言
で
表
し
た
の
が
こ
の
言

葉
で
し
た
。

人
は
幼
い
頃
に
は
み
な

と
き
め
き
の
心
を
持
っ
て

い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、

長
じ
る
に
従
っ
て
失
わ
れ

て
い
く
。
芸
術
と
は
、
そ

ん
な
人
の
心
に
と
き
め
き

を
呼
び
覚
ま
す
も
の
で
あ

06

15

16

07

と
き
め
き
の

例年、入学式、卒業式では見事な揮毫を披露する宮田学長。今年の入
学式の文字は「啓」。その意は、「門の扉を開くことから未知の世界を開
くこと、また教え導くこと」と。

トピックス
進路のヒント　
人を育てる、人をケアする人になろう！
人をケアする人になる、ということ
法政大学　現代福祉学部　教授　湯浅誠先生
デキル！学部
立命館大学総合心理学部
これからの社会へ向けて、心理学を学ぶと
いうこと――いまなぜ総合心理学部なのか
立命館大学文学部　教授　服部雅史先生×
立命館大学文学部　准教授　矢藤優子先生
各地からのレポート
ユニークな取組、充実の施設・設備を紹介
第4回 科学の甲子園特集
各地からのレポート
ユニークな取組、充実の施設・設備を紹介

0才から80才までが集うキャンパス
地域に育てられた学生が、地域を元気に
京都文教大学　フィールドリサーチオフィス課長
押領司哲也さん
佛教大学歴史学部からのメッセージ
行き止まりの歴史には、これからの時代を生
きる鍵が隠されている
佛教大学　歴史学部　教授　井上浩一先生
大学入試改革を考える　
オランダの大学進学 その2
オランダ社会・教育研究家　リヒテルズ直子さん
書評／どうして数学を学ぶの
連載　武川アイちゃんの東京・ジャパン、グ
ローバル／哲子の相談室／君の腕時計をス
ルリと！マジック×催眠術×認知科学最前線
大学再生への道　第1回 加速する国立大学改革
文部科学省大臣官房審議官（高等教育局担当）
義本博司さん
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位
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
位

置
づ
け
ま
す
。
こ
の
５
月

に
は
、
パ
リ
国
立
高
等
美

術
学
校
の
教
員
・
学
生
ユ

ニ
ッ
ト
が
、
８
月
に
は
ロ

ン
ド
ン
芸
術
大
学
の
教

員
・
学
生
ユ
ニ
ッ
ト
が
そ

れ
ぞ
れ
10
名
程
度
の
規
模

で
来
日
し
、
日
本
各
地
で

実
施
さ
れ
る
国
際
芸
術
祭

な
ど
に
お
い
て
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る

予
定
で
す
。
本
学
と
し
て

は
、
平
成
28
年
度
に
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
の
共
同

化
を
視
野
に
入
れ
た
新
た

な
大
学
院
組
織
「
グ
ロ
ー

バ
ル
ア
ー
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
専
攻
」
の
開
設
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
移
動

す
る
と
、
一
人
で
行
く
の

と
違
い
、
日
本
人
同
志
、

ま
た
現
地
の
芸
術
家
、
教

員
、
学
生
と
様
々
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
徹
底
的
に
議

論
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
第
２
、
第
３
の
母
国

も
で
き
や
す
い
。
そ
れ
を

通
じ
て
学
生
た
ち
は
自
国

の
美
し
さ
、
歴
史
や
芸

術
、
科
学
に
あ
ら
た
め
て

誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
を
自
分
の
生
き

様
に
生
か
せ
る
よ
う
に
な

る
。
私
は
そ
れ
で
こ
そ
、

真
の
国
際
人
を
目
指
せ
る

を
謳
い
ま
し
た
。

経
済
面
で
の
貢
献
と
い

う
こ
と
で
は
、
芸
術
は
国

民
に
感
動
と
元
気
を
与
え

る
と
い
う
意
味
で
、
間
接

的
に
経
済
の
活
性
化
を
促

す
だ
け
で
な
く
、
科
学
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
求

め
ら
れ
る
昨
今
、
そ
れ
を

生
み
出
す
創
造
性
は
、
芸

術
に
よ
っ
て
刺
激
さ
れ
る

と
い
う
点
も
よ
く
認
識
し

て
お
く
必
要
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
芸
術
と

工
学
と
の
融
合
に
よ
る
新

し
い
感
動
創
出
手
法
な
ど

に
も
、
積
極
的
に
係
わ
っ

て
い
き
た
い
※
5
と
考
え

て
い
ま
す
。

世
界
の
頂
き
を
目
指
す

中
で
、
先
頃
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
最

高
峰
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
芸

術
大
学
、
パ
リ
国
立
高
等

美
術
学
校
、
シ
カ
ゴ
美
術

館
附
属
美
術
大
学
の
三
大

学
と
、ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ

グ
リ
ー
を
視
野
に
入
れ
国

際
共
同
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

※
6
構
築
へ
向
け
た
連
携

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

一
線
級
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
教
員
、
学
生
を
連
携

大
学
間
で
移
動
さ
せ
、
国

際
芸
術
祭
な
ど
を
舞
台
に

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

践
、
そ
れ
を
各
大
学
の
学

京都大学が
『京都大学高校生フォーラムin TOKYO』
感想文コンクール表彰式を開催

　「京都大学の魅力を、首都圏の高校生にもっと知っても

らいたい」（松本紘前総長）との趣旨で、2011年度から

東京都教育委員会の協力で始まり、昨年11月7日に第4

回が開催された『京都大学高校生フォーラム in TOKYO』

（講演については本紙vol.113参照）。平尾一之工学研究科教

授・ナノテクノロジーハブ拠点長による講演、「自然に学ぶナノ

テクノロジー　―蛍の光を模倣した

水素燃料電池によるLED発光―」

に対する64点の応募感想文の中

から、最優秀賞1名、優秀賞3名、佳

作5名が選ばれた。

　去る2月16日には、選ばれた9名の

高校生への表彰式が京都大学東京オフィスで行われ、北野正雄

理事・副学長から激励のメッセージとともに表彰状が手渡された。

表彰式の後には、講演者である平尾先生を囲んでの懇談の時間

が設けられ、講演内容だけでなく、時事に関する質問や将来の目

標についてなど、さまざまな意見交換が行われ、参加した高校生に

とっても貴重な体験となった。

そ
う
だ
。京
大
行
こ
う
。

芸術教育を通じて広く社会に貢献するという
観点から、全国の子どもたちに教員が芸術

家として直接、手ほどきをするとともに、子どもたち
の夢を最大限に伸ばすべく教育者としてアドバイ
スするのを目的に、昨年、まず福岡、札幌から始め
ました。美術は別として音楽、中でもピアノや弦楽
器においては早期教育が有効なことは多くの人
が認めるところです。また、近年の少子化の進行
する社会では音楽家、芸術家を目指す若者が減
少傾向にあることもこのプロジェクト発足のきっか
けです。中学、高校や大学へ進学するための受
験や就職問題など、進路決定の過程でその可能
性の芽が摘み取られるのを、われわれの力で少し
でも防げないかと考えたのです。
　個性は生まれた直後から発揮されるように、子
どもの中には様々な可能性があります。私は芸術
家の立場から、教育とはその特異性を活かし、それ
を大切に育んでいくことだと考えています。それを
大人が勝手に摘み取ってはいけない。幼少期の
子どもたちは、音と絵だけでそれがストレートに伝わ

る音楽や美術はみな大好きです。それが小学校
へ上がり文字が加わり、「うまい」「下手」などの評
価もされるようになると嫌いになる子が出てくる。
手本通りに書く、輪郭からはみ出さない、余白を残
さないなどの指導も、芸術性という観点からは疑
問です。テストも社会や国語には必要かもしれま
せんが、芸術科目には必要ないと思います。私た
ちも大学で、最初から「黄金比ありき」などという教
え方はしていません。ヨーロッパの美術館教育で
はありませんが、本物を見せてどう思うかを聞き、子
どもの感性を引きだすことの方が大事なのです。
　もう一点、芸術教育に限らず、教育において私
がもっとも大切だと思っているのが心の扉を開け
ることです。人には自分でも気づいていないすばら
しいものがあります。しかし放っておくと、その存在
は忘れられ、固い扉の奥にしまわれたままになり、
それを開けるには誰かの手を借りなければならなく
なります。教育の究極の目的はその扉を開けるこ
とにあるわけですし、芸術もそのための大きな力に
なれると考えています。

早期教育プロジェクト2014 夢を夢で終わらせない
芸術教育について

　留学先のドイツで尊敬する芸術
家のお宅の晩餐に招かれた時のこ
と。出されたのは、なんと御粥と魚の
開き。しかも主の切りだした第一声は、

「あなたは太宰をどう思うか」。
　日本を一旦否定し、ドイツへ留学し
た宮田先生を待っていたのは、日本
の再発見。ただ日本へ戻ると日本人
ばかりで、再びその中へ埋もれてしま
い拍子抜けだったとも。「ユニットごと
移動する」という3大学との連携には
この時の経験が生きている。

私が国際人になれた時

　社会の教育力を取り込み人材育成から就職マッチングまでを目指

すキャリア教育プログラム『グローカル人材の育成と地域資格制度

の開発』が新たな段階を迎えた。平成24年度から始まるこの取組は、

京都産業大学が代表校となり、龍谷大学、京都府立大学、佛教大

学、京都文教大学の５大学と産官とが連携して行う。目玉は、産官

学が連携して開発し、産官学で開設したNPO法人グローカル人材

開発センターが認定する地域資格GPM（グローカルプロジェクトマネ

ジャー）。京都には関連する地域資格として、龍谷大など9大学が進

める地域公共政策士がある。しかし、これは地域貢献する人材を想定

したもので、ビジネス人材として認定し、就職・採用活動での活用を目

指すのはGPMがはじめてとなる。

　カリキュラムは学部や全学で展開する６つの基本科目に、企業と

連携したPBL（Project-Based Learning　課題解決型学習）で構

成される。基本科目は地域公共政策士の学部プログラムに準拠し、さ

らにビジネスマインド、公共マインド、グローバルマインド、専門知識の４

つの≪内容要素≫および、双方向型、企業連携の２つの≪教育手

法要素≫を充たさねばならない設計である。基本科目のうち、３科目以

上を履修し終えた段階で、PBL受講のための選考面接を受けること

ができる。基本６科目で12ポイント（単位数は各大学が設定）、そして

PBLを修了し２ポイントの計14ポイントを獲得すると、グローカル人材

開発センターに資格証発行の申請ができる。

　PBLでは問題解決力だけでなく、社会の実相に触れることで問題

自体を発見する力を養う。これはグローカル人材開発センターがコー

ディネートし、各大学共通の基準に基づいて実施する企業連携プロ

ジェクトを前提とするもので、基本的に各大学の専門科目として多彩

なプロジェクトが用意される。また同センターを通じて、各大学の学生

が相乗りで取り組む課外型のPBLも設置される。

　日本の大学、特に文系、中でも社会科学系ではこれまで、教育内

容と実社会との橋渡しが課題とされてきた。このプログラムは、専門

教育の枠組みの中で行うことで大学の教育改革を本格化、永続化

して、その解決を図るとともに、学部教育の質保証の一端を担おうと

いう点で、従来のキャリア教育プログラムとは一線を画す。

　グローカル人材開発センターの専務理事で、京都産業大学法学

部教授の中谷真憲先生はこのプログラムについて、「地域資格を創

設し、その取得を前面に押し立てているのは、学生が就活時に大学

で学んだことを一言で説明できるようにと考えたから。GPM取得が

採用につながればそれにこしたことはないが、さらに大事なことは、資

格取得を目指す中で、学生が何かに没頭し、失敗を恐れずチャレンジ

することを経験すること」と、その真の狙いを語る。そして「将来的には、

もっと多くの大学、学部に加わってもらうとともに、大学コンソーシアム

京都を通じて、関連する大学・学部、講座に所属する学生以外にも開

かれたものにしたい」と、さらなる広がりに期待を寄せる。2月27日に

開催されたグローカル人材フォーラムには200名近い大学関係者以

外に、約100名の企業人や行政も集い、GPMについての経済界

側の熱意や期待も高まっている。

　NPOグローカル人材開発センターではほかに、財団法人京都府

北部地域・大学連携機構（CUANKA）とともに、大学入学前の高校

生や就職に内定した大学４年生を対象にした独自のギャップ・イヤー

事業も行っていて、昨年度は延べ264名の大学生と、104名の高

校生が参加した。

オール京都で学生を育てる 全国でも珍しい地域資格
GPM（グローカルプロジェクトマネジャー）制度が本格的に始動

国際人になるのにも欠かせませんが、まず
は何もかもではなく、一つでもいいから得

意分野、このことなら自分に任せてほしいという
ような分野を作ることです。それがきっかけで話
の輪に加われるようになったり、会話が弾んだり
するかもしれません。何も高尚だったり、正確無
比であったりする必要はありません。それは生き
た教養とでも言うべきもので、専門性を高めれ
ば高めるほど必要になってきます。
　これを身に付けるのに、もっともふさわしいの
が高校時代だと私は思っています。本学出身で
私の大好きな指揮者がいますが、その方は指揮
の腕もさることながら、演奏の前に、聴く人にそ
の曲目の誕生のきっかけ、あるいは当時の作曲
家の心象風景などをじつに巧みにイメージさせて
くれます。
　もう一つは失敗を恐れないこと。失敗ばかりし
てきた私からすれば、失敗は成功のための最大
のネタです。
　人は成功についてはすぐ忘れ、失敗ばかりを
覚えています。しかし同時に、それを嫌なものでは
なく、なんとか面白いと思えるものにしたいとも考
えます。笑い話にするのもその一つでしょう。上
手な言い訳作りを考えることもある。ただ、言い
訳だけでは辛いから、どうすれば成功譚のように
語れるかを工夫したりもします。そして不思議な
ことに、それができるようになると、「失敗すること
も意外に面白い」とさえ思えるようになりますし、
そのうち失敗そのものも恐くなくなる。そうなると
失敗する確率も低くなってくるのです。
　そもそも新しいことに失敗はつきもの。という
か、新しいことにチャレンジするから失敗するの

です。だからそれは失敗とは言えません。うまくい
かなかったのは目標が少し高すぎたからなので
す。
　私が専門にしている鍛金の制作過程は、試
行錯誤の繰り返しです。そのため芸大へ入って
からでも半世紀以上経つのに、未だに指をケガ
したりします。私はそれを宝物と思っていて、バン
ドエイドはダイヤの指輪だと言っています。それ
は新しいことにチャレンジした証であるとともに、
新たな経験知を生むものでもあるからです。
　みなさんの中には、幼少期から、何事につけ
ケガをしないように育てられてきた人も多いかと
思います。学校の教育も１＋１は必ず２で、１週
間後のテストでそのように答えられることが、い
い成績を修める条件だったかもしれません。しか
し大人になってもそういう考え方、生き方を続け
ていると、危くない範囲でしか仕事ができず、グ
ローバル社会の中で逞しく生きていくことなど到
底できないと思います。若いうちに様々な失敗を
することこそが、みなさんの将来の大きな糧にな
るということを忘れないでほしいと思います。
　ときめきを与えるものは芸術だけに限りませ
ん。科学・技術の発明発見も、自分を無にした
勇気ある行動、また真摯な教育の営みもそうで
しょう。それらは、人に勇気を与え、時には深く閉
ざした心の扉を開けることもあります。大きなイン
パクトでなく、小さなインパクトなら、日々のちょっ
とした心使い、言葉使いでも与えられるでしょう。
本学の卒業生だけでなく、一人ひとりの若者が
ときめきの伝導者を目指すような社会であってほ
しいと願っています。

高校生へのメッセージ と
考
え
て
い
ま
す
【
小
コ

ラ
ム
】。

※
5　

平
成
25
年
か
ら
始
ま
っ
た
文
部

科
学
省
に
よ
る
C
O
I
（
セ
ン
タ
ー
オ

フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
事
業
。二
つ
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
あ
り
、
各
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
に

サ
テ
ラ
イ
ト
と
ト
ラ
イ
ア
ル
を
加
え
た

三
種
類
の
取
り
組
み
が
あ
る
。東
京
芸

術
大
学
は
ビ
ジ
ョ
ン
２
の
C
O
I
‐
T

（
ト
ラ
イ
ア
ル
）に
、
音
響
メ
ー
カ
ー
と

の
連
携
事
業
が
採
択
さ
れ
た
。い
わ
く
、

「
日
本
が
誇
る
芸
術
と
科
学
技
術
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
に
よ
っ
て
、
人
間
の
五
感

を
揺
さ
振
る《
感
動
》を
創
造
す
る
こ
と

を
目
標
に
、美
術
、音
楽
、身
体
表
現
を

駆
使
し
た
総
合
的
な
芸
術
表
現
に
最
先

端
の
映
像
技
術
を
融
合
さ
せ
た
舞
台
芸

術
を
通
じ
て
、《
感
動
》の
新
機
軸
を
社

会
に
提
供
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す

る
」と
。 

※
6　

正
式
名
称
は
「
世
界
最
高
峰
の

４
芸
術
大
学
連
合
に
よ
る
国
際
共
同
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
に
向
け
た
連
携
」

協
定
。

　

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
は
、連
携

す
る
大
学
間
で
開
設
さ
れ
た
単
一
の
共

同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
生
が
修
了
し

た
際
、
連
携
大
学
が
共
同
で
単
一
の
学

位
を
授
与
で
き
る
仕
組
み
。　
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社会活動家。法政大学現代福祉学部教
授。1969年東京都生まれ。東京大学法
学部卒業。2008年末の年越し派遣村村
長を経て、2009年から足掛け３年間内閣
府参与に就任。内閣官房社会的包摂推進
室長、震災ボランティア連携室長など。政
策決定の現場に携わったことで、官民協働
とともに、日本社会を前に進めるために民主
主義の成熟が重要と痛感する。NHK第一
ラジオ「マイあさラジオ」、文化放送「大竹ま
ことゴールデンラジオ」レギュラーコメンテー
タ、「ラジオフォーラム」レギュラーパーソナリ
ティー、朝日新聞紙面審議委員および編集
権に関する審議会委員、日本弁護士連合
会市民会議委員。武蔵高等学校出身。

う
と
す
れ
ば
、
運
営
に
は
工
夫
が

必
要
で
す
。
私
は
、
学
生
に
毎
週

ペ
ア
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
（
な
る

べ
く
知
ら
な
い
人
と
「
デ
ー
ト
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
組
ん
で
も
ら
い

ま
す
）、
私
は
で
き
る
だ
け
話
さ

ず
、
学
生
が
で
き
る
だ
け
自
分
で

考
え
、
お
互
い
の
議
論
や
対
話
の

中
で
気
づ
き
考
え
る
と
い
う
進

行
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

こ
の
４
月
に
は
、
自
己
紹
介

に
続
い
て
、
自
分
に
と
っ
て
ホ
ッ

ト
な
テ
ー
マ
（「
マ
イ
社
会
問
題
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
）
に
つ
い
て
、

話
す
側
は
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど

真
剣
に
話
し
、
聞
き
手
は
同
じ

よ
う
に
真
剣
に
聞
く
パ
タ
ー
ン

と
、
こ
れ
以
上
な
い
く
ら
い
失
礼

な
態
度
で
聞
く
パ
タ
ー
ン
の
2

つ
を
、
各
4
分
ず
つ
行
い
ま
し

た
。
学
生
た
ち
は
、
相
手
が
わ
ざ

と
や
っ
て
い
る
こ
と
は
十
分
に

知
り
つ
つ
、
そ
れ
で
も
ち
ゃ
ん
と

聞
い
て
も
ら
え
な
い
と
い
か
に

話
し
づ
ら
い
か
、
話
す
内
容
の
質

そ
の
も
の
が
低
下
す
る
こ
と
を

体
感
し
、
驚
き
ま
す
。
そ
の
後

で
、
対
話
の
質
は
話
し
手
と
聞
き

手
双
方
で
作
る
も
の
だ
と
指
摘

し
ま
す
。
学
生
は
、
自
分
の
ふ
だ

ん
の
聞
き
方
に
思
い
を
致
す
。
そ

れ
は
、
人
の
話
を
聞
き
な
さ
い
と

1
0
0
回
注
意
す
る
よ
り
は
る

か
に
効
果
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

今
の
学
生
は
、
個
人
的
に
話
す

と
、
み
な
そ
れ
な
り
の
問
題
意
識

や
自
分
な
り
の
経
験
を
語
っ
て
く

れ
ま
す
が
、
友
だ
ち
同
士
で
は
な

か
な
か
話
を
深
め
ら
れ
な
い
。
そ

の
た
め
友
だ
ち
と
長
い
時
間
一
緒

に
過
ご
し
て
い
て
も
、
ち
ゃ
ん
と

通
じ
合
っ
た
実
感
が
も
て
な
い
。

「
一
緒
だ
け
ど
、
孤
独
」
と
い
う

状
態
で
す
。
空
気
は
読
め
て
も
、

空
気
を
作
る
、
自
分
か
ら
場
の
ス

イ
ッ
チ
を
オ
ン
に
す
る
こ
と
に
慣

れ
て
い
ま
せ
ん
。
授
業
で
は
、
自

分
で
空
気
を
作
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

び
、
実
践
す
る
中
で
、
相
手
も
受

け
止
め
て
く
れ
る
こ
と
を
体
感

し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
自
信
を
つ

け
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

そ
れ
を
繰
り
返
す
中
で
、
学
生
に

も
少
し
ず
つ
「
場
を
作
る
」
ノ
ウ

ハ
ウ
が
身
に
つ
い
て
い
く
。

社
会
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
周
り
の

空
間
は
ど
ん
な
意
図
の
下
に
ど

う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
か
を

考
え
、
そ
れ
に
働
き
か
け
る
こ
と

が
可
能
だ
と
い
う
自
信
を
も
つ

こ
と
か
ら
し
か
始
ま
り
ま
せ
ん
。

自
分
と
他
者
と
い
う
一
対
一
の

関
係
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ

と
。
そ
こ
か
ら
、
自
分
の
家
族
、

住
ん
で
い
る
地
域
、
そ
し
て
日
本

社
会
の
あ
る
べ
き
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
、
働
き
か
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。
ど
ん
な
社
会
活
動

も
一
人
で
は
で
き
な
い
し
、
周
り

の
人
に
共
感
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
成
功
し
な
い
。
会
社
に
入
っ

て
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
同
じ

で
す
。
社
会
問
題
の
解
決
に
は
、

や
は
り
空
間
と
時
間
（「
場
」）
の

デ
ザ
イ
ン
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
を
、
言
葉
だ
け
で
な
く
、
体
験

的
に
学
ん
で
も
ら
う
の
で
す
。

ケ
ア
す
る
と
は
、

答
え
で
は
な
く

問
い
を
出
す
こ
と
　　

　
　
　授

業
で
は
「
私
は
教
え
な
い
」

と
も
宣
言
し
て
い
ま
す
。
私
が

言
っ
た
答
え
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
、

「
教
え
る
」
と
「
学
ぶ
」
は
違
い

ま
す
。
仮
に
私
が
す
ば
ら
し
い
こ

と
を
教
え
て
も
、
学
ば
れ
な
け
れ

ば
授
業
の
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

確
か
に
今
の
社
会
に
は
、
社

会
保
障
や
雇
用
政
策
の
隙
間
や

手
つ
か
ず
の
領
域
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
私
が
そ
の
あ
り
か
を
答

え
と
し
て
指
し
示
す
こ
と
は
そ

ん
な
に
難
し
く
な
い
。
し
か
し

そ
ん
な
他
人
か
ら
与
え
ら
れ
た

答
え
を
伝
え
て
も
人
は
動
か
な

い
し
、
隙
間
は
一
人
ひ
と
り
が

抜
き
差
し
な
ら
な
い
関
係
の
中

か
ら
見
出
し
て
い
く
も
の
で
す
。

高
校
ま
で
と
違
っ
て
大
学
か
ら

の
人
生
で
は
正
解
は
探
す
も
の

で
は
な
く
、
つ
く
る
も
の
で
す
。

社
会
問
題
も
同
じ
で
、
誰
か
が

そ
れ
を
社
会
問
題
に
し
て
き
た
、

が
見
え
る
。
一
人
の
人
間
が
全
員

に
同
じ
こ
と
を
教
え
る
「
マ
ス
プ

ロ
教
育
」
に
適
し
て
い
ま
す
。
他

方
、
学
生
は
お
互
い
に
顔
が
見
え

な
い
よ
う
な
配
置
に
な
っ
て
い

る
。
学
生
は
お
互
い
に
切
り
離
さ

れ
、
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
お
互
い
が
ど
ん
な
顔
を
し

て
聞
い
て
い
る
の
か
、
同
じ
話
を

聞
い
て
も
受
け
取
り
方
に
は
多
様

性
が
あ
る
。そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

自
分
の
意
見
を
対
象
化
し
て
考

え
を
深
め
て
い
く
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
は
き
わ
め
て
不
適

切
な
配
置
で
す
。「
み
ん
な
の
座
っ

て
い
る
場
所
は
、
あ
る
こ
と
を
み

ん
な
に
促
し
て
い
る
」、
つ
ま
り

み
ん
な
に
は
す
で
に
あ
る
指
向
性

い
が
募
っ
て
き
た
の
で
す
。

で
す
か
ら
社
会
活
動
に
興
味

の
あ
る
人
に
は
、
動
機
は
ど
ん
な

も
の
で
も
い
い
、
一
度
覗
き
に
来

て
、
合
わ
な
け
れ
ば
辞
め
れ
ば

い
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
実
際

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
来
ま
し

た
が
、
高
い
使
命
感
を
持
っ
て
来

た
人
よ
り
も
、
先
生
に
言
わ
れ
て

夏
休
み
の
課
題
研
究
に
来
た
、
と

い
う
よ
う
な
人
の
方
が
長
続
き

す
る
場
合
が
案
外
多
い
。
前
者
は

自
分
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
が
で
き

あ
が
っ
て
い
る
か
ら
、
現
場
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
失
望
し
て
し
ま
う

よ
う
で
す
。

た
だ
、
い
く
ら
ハ
ー
ド
ル
を
低

く
し
て
も
、
最
初
の
一
歩
は
難
し

い
。
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
に
飛

び
込
む
の
は
誰
に
と
っ
て
も
勇

気
の
い
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
を

超
え
る
関
係
性
を
意
識
的
に
つ

く
っ
て
い
く
知
恵
と
ノ
ウ
ハ
ウ

が
必
要
で
す
。

『
社
会
問
題
論
』

の
狙
い　
　
　
　

そ
こ
で
１
年
生
が
多
い
『
社
会

問
題
論
』
の
授
業
で
は
、
自
分
の

周
り
を
捉
え
直
し
、
自
分
と
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、「
な
ぜ
こ
の
教
室

は
、
こ
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
る
の
か
」と
問
い
か
け
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
ス
ク
ー
ル
形
式
の
座
席

配
置
は
、
講
師
か
ら
は
学
生
一
人

ひ
と
り
が
見
え
、
全
員
か
ら
講
師

を
も
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
中
に
い
る

と
解
説
す
る
と
、
学
生
は
驚
き
ま

す
。考

え
て
み
れ
ば
、
小
学
校
か
ら

高
校
ま
で
の
12
年
間
、
人
生
の
３

分
の
２
を
そ
の
よ
う
な
空
間
で

過
ご
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
が
自
分
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
は
対
象
化
し
た
こ
と

が
な
い
と
す
れ
ば
、「
今
の
社
会

の
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
考

え
ろ
」
と
い
き
な
り
言
っ
て
も
無

理
と
い
う
も
の
で
す
。
私
は
、
大

学
ま
で
そ
の
よ
う
な
機
会
を
提

供
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
学
生
が

多
い
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

こ
の
授
業
は
学
生
が
2
5
0

名
で
、
大
教
室
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
参
加
型
で
進
め
よ

法政大学　現代福祉学部　教授
湯浅　誠 先生

人をケアする人になる、
ということ

戦後70年、敗戦の痛手から豊かな社会を築き上げてきたわが国です
が、近年は所得層の二極化や貧困層の拡大なども懸念されています。
こうした中、格差や貧困問題を、グローバル化や自己責任の問題とし
て済ませるのではなく、社会構造や政治の問題として捉え、社会保障
の網の目からこぼれた人々の支援とそのための政策提言を行ってこ
られたのが、社会活動家の湯浅誠さん。昨春には、法政大学現代福祉
学部の教授にもなられました。出発点は、ホームレスに近い状態にあ
る人々が家を借りる際の連帯保証人を引き受けるという事業※１。そ
の画期的なアイデアで多くの人が住まいを獲得しました。そんな湯
浅さんに、学生に教える中で感じたこと、人をケアすること、人をケ
アする仕組みづくりなどについてお聞きしました。

人
を
育
て
る
、人
を
ケ
ア
す
る
人
に
な
ろ
う
！

つ
く
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
の

「
誰
か
」
に
な
る
た
め
に
は
、
答

え
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
だ
け

で
は
足
り
な
い
。
そ
う
し
た
隙

間
は
す
ぐ
に
誰
か
に
埋
め
ら
れ

ま
す
。
答
え
を
つ
く
る
力
そ
の

も
の
を
培
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
私
は
教
え
な
い

か
ら
、
す
べ
て
自
分
で
考
え
な

さ
い
な
ど
と
は
言
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
サ
ポ
ー
ト
（
教
育
）
の

放
棄
で
す
。
ま
た
過
去
の
事
例

や
失
敗
に
学
ぶ
こ
と
は
大
事
で

す
か
ら
、
定
式
化
で
き
て
い
る

こ
と
は
確
実
に
伝
え
ま
す
。
た

だ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
も
っ
と
も
大
事
な
の
は
、

そ
の
時
、
そ
の
時
の
一
人
ひ
と

り
の
リ
ア
リ
テ
ィ
（
実
感
）
を

踏
ま
え
、
そ
れ
に
適
切
に
働
き

か
け
る
こ
と
で
す
。
私
は
学
生

の
“
今
そ
の
と
き
”
の
リ
ア
リ

テ
ィ
を
探
り
な
が
ら
、
学
生
に

も
っ
と
も
「
入
っ
て
い
く
」
と

考
え
る
ワ
ー
ク
を
仕
掛
け
ま
す
。

そ
し
て
学
生
に
も
、
な
ぜ
い
ま

私
が
そ
れ
を
や
る
の
か
／
や
っ

た
の
か
、
そ
の
意
図
を
探
る
よ

う
促
し
ま
す
。
す
べ
て
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
一
回
限
り
の
「
ラ

イ
ブ
」
で
、
そ
れ
は
私
が
行
う

授
業
も
、
学
生
が
行
う
ワ
ー
ク

も
同
じ
で
す
。
学
生
が
、
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
他
者
と
の
関
係
を

デ
ザ
イ
ン
し
、
同
時
に
そ
の
ワ
ー

ク
の
意
図
（
授
業
の
デ
ザ
イ
ン
）

に
つ
い
て
も
考
え
る
。
そ
う
し

た
習
慣
を
培
わ
な
け
れ
ば
、
ど

ん
な
に
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
覚
え

て
も
実
際
に
は
う
ま
く
で
き
ま

せ
ん
。
私
の
仕
事
は
、
学
生
が

自
分
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、

学
生
が
自
分
で
考
え
ら
れ
た
実

感
を
持
て
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は

学
生
の
責
任
で
は
な
く
、
私
の

責
任
で
す
。

じ
つ
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方

が
ケ
ア
の
精
神
で
す
。
ケ
ア
と

言
う
と
介
護
の
話
の
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
狭
す
ぎ
ま
す
。

異
質
な
他
者
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を

踏
ま
え
る
想
像
力
、
そ
れ
に
適

切
に
働
き
か
け
る
実
行
力
、
答

え
を
つ
く
る
創
造
力
が
人
を
ケ

ア
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど

ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
も
、

そ
れ
が
誰
か
と
と
も
に
行
う
も

の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
根
っ
子
に

そ
う
し
た
ケ
ア
の
精
神
が
あ
る

か
ど
う
か
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
否
を
決
め
ま
す
。

20
年
後
に
人
工
知
能
に
取
っ

て
代
わ
れ
て
な
く
な
る
可
能
性

を
職
業
別
に
示
し
た
調
査
が
あ

り
ま
す
※
２
。
そ
の
中
で
も
っ
と

も
代
替
さ
れ
る
確
率
が
少
な
い

と
さ
れ
て
い
る
の
が
セ
ラ
ピ
ス

ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で

す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
失
業
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
飛
躍
的
に
発
達
す

る
時
は
、
人
間
の
人
間
的
能
力

と
は
何
か
を
考
え
る
良
い
機
会

で
す
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
は
じ

き
出
す
確
率
的
推
論
を
い
か
に

裏
切
れ
る
人
に
な
る
か
。
こ
こ

で
本
気
で
ケ
ア
の
精
神
を
養
え

ば
、
20
年
後
で
も
通
用
す
る
人

に
な
れ
る
と
、
日
々
、
学
生
を

励
ま
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

18
歳
か
ら
の
選
挙
権
が
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
政
治
へ

の
関
わ
り
方
も
、
社
会
問
題
へ

の
関
わ
り
方
と
同
じ
で
す
。「
主

権
者
の
自
覚
を
」
と
言
わ
れ
て

も
な
か
な
か
持
て
な
い
も
の
で

す
が
、
自
分
が
世
の
中
に
働
き

か
け
ら
れ
る
と
い
う
実
感
を
持

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
投
票
に

も
行
き
た
く
な
る
し
、
何
ら
か

の
課
題
を
前
に
、
そ
れ
に
つ
い

て
一
言
言
い
た
く
も
な
り
ま
す
。

そ
の
実
感
は
、
身
近
な
人
、
た

と
え
ば
友
だ
ち
に
勇
気
を
出
し

て
話
を
し
た
ら
ち
ゃ
ん
と
受
け

止
め
て
も
ら
え
た
と
い
う
実
感

の
延
長
線
上
に
あ
る
し
、
そ
こ

に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
は
、

つ
な
が
る
こ
と
が
自
己
目
的
化

し
て
し
ま
っ
て
、
つ
な
が
り
方

や
そ
の
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
を

意
識
化
し
に
く
い
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
一
緒
だ
け
ど
、
孤

独
」
と
い
う
感
覚
は
、
そ
こ
に

課
題
が
あ
る
こ
と
を
指
し
示
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
い
る
場
所

が
、
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
い
る
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
家
族
は
、
な
か
よ
し
グ

ル
ー
プ
の
関
係
は
、
い
ま
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は

ベ
ス
ト
の
状
態
で
し
ょ
う
か
。

ベ
ス
ト
の
状
態
で
な
い
と
す
れ

ば
、
ど
こ
を
ど
う
す
れ
ば
よ
く
、

そ
の
た
め
に
あ
な
た
は
何
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
考

え
、
実
践
的
に
試
行
錯
誤
す
る

こ
と
こ
そ
が
、
主
権
者
へ
の
道

な
の
で
す
。

※
１　

自
身
が
事
務
局
長
を
務
め
て
い

た
「
N
P
O
法
人
自
立
生
活
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
も
や
い
」
で
始
め
た
賃
貸
契

約
時
の
連
帯
保
証
人
を
提
供
す
る
事
業

※
２　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
マ
イ

ケ
ル
・
Ａ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
博
士
の
論
文

「
未
来
の
雇
用
」
の
な
か
の
試
算
。米
国

労
働
省
が
定
め
た
7
0
2
の
職
業
を
分

析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
の
10
〜
20
年

後
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
る
消
滅
率

を
割
り
出
し
た
も
の
。

毎
年
、新
年
度
号
で
は
、子
ど
も
学
、教
育
や
保
育
に
関
す
る
大
学
の
取
り
組
み
と
し
て
、教
員
養
成
や
保
育
士
養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、総
合

的
な
子
ど
も
に
関
す
る
研
究
、教
員
や
保
育
士
を
め
ざ
す
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
特
集
し
て
き
ま
し
た
。今
年
度
か
ら
は
、そ
れ
を
さ
ら
に

広
げ
、《
人
を
育
て
る
》教
育
、保
育
に
加
え
て
、《
人
を
ケ
ア
す
る
》こ
と
に
関
し
て
、心
の
ケ
ア
に
係
わ
る
心
理
学
を
は
じ
め
、社
会
福
祉
、体
の

ケ
ア
に
係
わ
る
看
護
や
医
療
技
術
、健
康・ス
ポ
ー
ツ
科
学
な
ど
に
お
け
る
様
々
な
取
り
組
み
や
教
育
組
織
に
つ
い
て
特
集
し
て
み
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ア
は
、

抜
き
差
し
な
ら
な
い

関
係
か
ら
生
ま
れ
た

私
が
社
会
活
動
家
に
な
っ
た

の
は
、
大
学
院
１
年
の
時
に
、
た

ま
た
ま
友
人
の
主
宰
す
る
ホ
ー

ム
レ
ス
支
援
活
動
の
現
場
を
見

に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

事
前
に
高
い
使
命
感
を
持
っ
て

い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最

初
は
行
っ
た
り
行
か
な
か
っ
た

り
と
、
真
剣
に
取
り
組
む
メ
ン

バ
ー
か
ら
は
当
て
に
さ
れ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
が
お
互
い
に
顔
を
覚
え
、

名
前
で
呼
び
合
う
よ
う
に
な
る

に
つ
れ
、
雪
が
降
っ
た
時
に
は

「
大
丈
夫
か
な
」
と
思
い
、
向
こ

う
も
私
が
し
ば
ら
く
行
か
な
い

と
「
ど
う
し
て
い
た
の
か
」
と
聞

い
て
く
れ
る
。
道
端
で
酒
を
飲
み

交
わ
す
よ
う
に
も
な
る
し
、
時
に

は
終
電
を
逃
し
て
ブ
ル
ー
テ
ン

ト
に
泊
ま
っ
た
り
も
す
る
。

連
帯
保
証
人
シ
ス
テ
ム
の
ア

イ
デ
ア
は
、
こ
う
し
た
抜
き
差
し

な
ら
な
い
関
係
、
自
分
の
役
割
が

感
じ
ら
れ
る
人
間
関
係
の
中
か

ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
顔
の
見
え
る

人
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と

か
ら
、「
世
の
中
こ
れ
で
い
い
の

か
」
と
も
思
い
始
め
た
の
で
す
。

多
く
の
人
が
ア
パ
ー
ト
入
居
を

望
み
な
が
ら
保
証
人
問
題
で
つ

ま
ず
い
て
い
る
。
そ
れ
を
わ
か
っ

て
い
な
が
ら
誰
も
助
け
な
い
。
そ

れ
な
ら
、
リ
ス
ク
は
あ
る
が
自
分

が
何
か
ひ
ね
り
出
そ
う
と
の
思

進路の
ヒント

『ヒーローを待ってい
ても世界は変わらな
い』を抽選で5名様
に差し上げます。お
申込みは1頁の読
者アンケートから。
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心
理
学
研
究
の

新
し
い
潮
流
　

服
部
雅
史
教
授
：
私
は
推

論
や
意
思
決
定
な
ど
、
人

が
考
え
る
仕
組
み
に
つ
い

て
、
実
験
心
理
学
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
が
、

以
前
は
遠
か
っ
た
経
済
学

な
ど
と
も
か
な
り
重
な
る

領
域
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
例
え
ば
、
食
堂
の
メ

ニ
ュ
ー
に
上
と
並
の
選
択

肢
が
あ
る
と
人
は
並
を
選

ぶ
傾
向
が
強
い
が
、
特
上

を
設
定
す
る
と
上
を
選
択

す
る
人
が
増
え
る
と
い
っ

た
現
象
が
あ
る
。
こ
れ
は

「
妥
協
効
果
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
が
、こ
う
し
た「
不

合
理
な
」
現
象
が
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
従
来

は
合
理
的
な
思
考
を
前
提

と
し
て
い
た
経
済
学
で
も

現
実
的
な
人
の
心
の
動
き

を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
、
行
動
経
済

学
と
い
う
新
し
い
流
れ
が

生
ま
れ
た
。
そ
の
結
果
、

心
理
学
と
の
境
界
が
曖
昧

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
同

じ
よ
う
な
事
例
は
ほ
か
に

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
他
の

学
問
や
分
野
に
も
当
て
は

ま
る
。
も
は
や
心
理
学
が

心
理
学
だ
け
で
閉
じ
て
い

る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

逆
に
他
の
学
問
も
心
理
学

を
必
要
と
す
る
よ
う
な
状

況
が
生
ま
れ
て
い
る
。

矢
藤
優
子
准
教
授
：
従
来

は
心
理
学
の
研
究
対
象
と

は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
領

域
に
ま
で
、
カ
バ
ー
す
る

範
囲
が
広
が
っ
て
く
る
こ

と
も
あ
る
。
私
は
乳
幼
児

の
発
達
と
親
の
関
わ
り
に

つ
い
て
、
主
に
親
子
の
行

動
観
察
を
通
じ
た
研
究
を

し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

開
発
さ
れ
た
指
標
が
、
家

庭
裁
判
所
で
の
親
子
の
行

動
観
察
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
司
法
の
領
域

で
は
他
に
も
、
記
録
映
像

に
映
し
出
さ
れ
る
証
言
者

の
ア
ン
グ
ル
が
陪
審
員
の

判
断
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
調
べ
る
な
ど
法
心
理

学
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
経
済
や
司
法

な
ど
社
会
科
学
と
呼
ば
れ

る
領
域
だ
け
で
な
く
、
自

然
科
学
と
呼
ば
れ
る
理
系

分
野
と
の
融
合
も
目
立

つ
。
医
学
や
脳
科
学
と
共

同
し
て
、
心
と
体
を
一
体

の
も
の
と
し
て
捉
え
る
よ

う
な
試
み
だ
。
人
の
心
や

行
動
を
多
面
的
、
多
角
的

に
理
解
す
る
た
め
に
は
、

そ
う
し
た
知
見
も
無
視
で

き
な
い
。

　

同
僚
の
若
手
研
究
者

は
、
学
部
で
は
社
会
学

を
、
大
学
院
で
は
情
報
科

学
の
学
位
を
取
得
し
、
現

在
で
は
認
知
科
学
や
人
工

知
能
の
研
究
（
コ
ラ
ム
参

照
）に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
さ
に
情
報
学
、
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
の
工
学
、
認
知
科

学
な
ど
と
融
合
し
た
分
野

だ
。
こ
れ
ま
で
も
心
理
学

は
実
験
や
統
計
を
駆
使
し

今
な
ぜ
総
合
心
理
学
部
な
の
か

こ
れ
か
ら
の
社
会
へ
向
け
て
、

心
理
学
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

人
と
か
か
わ
り
あ
い
な
が
ら
生
き
て
ゆ
く
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、

人
の
心
と
行
動
に
つ
い
て
研
究
す
る
心
理
学
。都
市
化
が
進
み
、家
族
関
係
や
血
縁
、地
縁
が
希
薄
に
な
り
、

職
場
や
地
域
で
人
と
の
関
係
が
複
雑
化
す
る
中
で
、臨
床
面
か
ら
の
要
請
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

高
齢
化
、高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の
増
加
の
観
点
か
ら
は
、地
域
貢
献
へ
の
期
待
も
高
ま
り
ま
す
。

一
方
、学
問
の
融
合
が
進
む
中
、心
理
学
も
他
の
様
々
な
学
問
と
融
合
し

新
し
い
分
野
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。社
会
科
学
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
科
学
技
術
と
結
び
つ
く
こ
と
で
は
、新
た
な
産
業
創
出
へ
の
期
待
も
高
ま
り
ま
す
。

学
ぶ
側
に
と
っ
て
も
、ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域
、家
庭
に
お
い
て
心
理
学
の
素
養
を

身
に
付
け
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、専
門
職
に
な
ら
ず
と
も
、

複
雑
化
す
る
社
会
で
よ
り
良
く
生
き
る
に
は
今
ま
さ
に
注
目
の
集
ま
る
分
野
な
の
で
す
。

こ
う
し
た
中
、来
春
、単
独
の
学
部
と
し
て
は
国
内
最
大
規
模
の
総
合
心
理
学
部
が

立
命
館
大
学
大
阪
い
ば
ら
き
キ
ャ
ン
パ
ス（
O
I
C
）に
誕
生
し
ま
す
。

60
年
の
伝
統
を
持
つ
文
学
部
心
理
学
専
攻
を
拡
大
し
、

新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
新
た
な
学
部
と
し
て
最
新
の
施
設・設
備
を
備
え
る

総
合
心
理
学
部
の“
総
合
”の
意
味
と
、今
な
ぜ
心
理
学
部
な
の
か
に
つ
い
て
、来
春
、

新
学
部
へ
移
籍
予
定
の
文
学
部
心
理
学
域
心
理
学
専
攻
の
先
生
方
に
話
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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　立
命
館
大
学
総
合
心
理
学
部（
2
0
1
6
年
４
月
開
設
予
定
※
1

）

デ
キ
ル
！
学
部

て
き
た
が
、今
後
は
一
層
、

理
系
分
野
と
の
関
係
も
密

に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
も
話
題
だ
が
、
心
理
学

を
学
ぶ
こ
と
で
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
へ
の
道

も
開
か
れ
る
と
思
う
。
そ

の
た
め
新
学
部
は
、
入
試

で
数
学
を
選
べ
る
な
ど
、

理
系
の
生
徒
に
も
道
を
開

い
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る

総
合
化
と
、

総
合
的
な
人
間
力

服
部
教
授
：
こ
こ
か
ら
は

自
ず
と
、
今
な
ぜ
新
し
い

心
理
学
部
な
の
か
と
い
う

こ
と
も
見
え
て
く
る
。
複

雑
化
す
る
社
会
、
情
報
通

信
技
術
の
著
し
い
発
達
、

先
鋭
化
す
る
と
同
時
に
融

合
し
て
い
く
学
問
、
そ
の

中
で
心
理
学
は
変
容
を
求

め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

心
理
学
を
総
合
的
に
捉
え

る
新
た
な
見
方
も
必
要
と

な
る
。
心
理
学
の
素
養
が

社
会
の
様
々
な
場
面
で
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

今
、
人
材
育
成
の
た
め
の

改
革
も
必
要
だ
。
そ
の
た

め
に
は
社
会
に
開
か
れ
た

研
究
・
教
育
で
あ
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
心

理
学
研
究
が
ど
う
し
て
も

閉
ざ
さ
れ
た
も
の
に
陥
り

が
ち
だ
っ
た
と
い
う
反
省

も
あ
る
。
し
か
し
、
心
理

学
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
《
恋
愛
》
と
一
緒
に
検

索
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と

い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
よ
う

で
、
も
と
も
と
人
間
の
一

般
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

と
い
う
側
面
が
あ
る
。
実

際
、
学
生
が
こ
の
分
野
に

興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
人
間

関
係
の
課
題
や
、
直
近
で

は
震
災
に
よ
る
心
の
問
題

を
目
の
あ
た
り
に
し
た
こ

と
が
大
き
く
影
響
し
た
者

も
少
な
か
ら
ず
い
る
。
す

で
に
あ
げ
た
妥
協
効
果
で

は
な
い
が
、
そ
れ
と
よ
く

似
た
「
誘
引
効
果
」
や
失

敗
を
恐
れ
る「
予
期
後
悔
」

な
ど
、
人
の
行
動
の
不
思

議
を
捉
え
る
概
念
や
教
訓

の
材
料
に
は
事
欠
か
な
い

し
、
そ
の
た
め
か
、
教
育
・

研
究
以
外
の
場
で
も
心
理

学
は
話
題
の
中
心
に
な
り

や
す
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
、
心

理
学
が
実
用
性
の
高
い
知

識
や
、
す
ぐ
に
社
会
に
役

立
つ
こ
と
だ
け
を
狙
っ
て

い
る
と
い
う
意
味
で
は
な

い
。
そ
う
し
て
身
に
つ
け

た
も
の
の
寿
命
は
短
い
。

お
そ
ら
く
、
心
理
学
の
役

割
と
し
て
本
当
に
重
要
な

こ
と
は
、
通
説
や
噂
話
を

鵜
呑
み
に
し
な
い
な
ど
、

自
分
の
行
動
や
社
会
現
象

を
一
段
上
の
視
点
か
ら
分

析
す
る
力
を
身
に
付
け
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
が
可
能
に
な

る
た
め
に
は
、
対
象
に
対

す
る
共
感
に
基
づ
い
た
深

人
を
育
て
る
、人
を
ケ
ア
す
る
人
に
な
ろ
う
！

進路の
ヒント
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中庭の様子

い
理
解
と
、
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
客
観
的
な
理
解
を

共
存
さ
せ
る
と
い
う
高
度

な
能
力
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
が
、
心
理
学
が

前
提
と
す
る
も
の
で
も
あ

る
。
こ
う
し
た
能
力
を

持
っ
た
学
生
を
輩
出
す
る

こ
と
が
、
心
理
学
が
社
会

で
役
立
つ
と
い
う
こ
と
の

も
う
一
つ
の
側
面
だ
。

矢
藤
准
教
授
：
私
た
ち
が

輩
出
し
た
い
の
は
総
合
的

な
人
間
力
を
持
っ
た
人
材

だ
。
い
い
か
え
る
と
、
学

部
で
は
「
心
理
学
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」で
は
な
く
、

「
心
理
学
の
専
門
性
を
備

え
た
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
」
の

養
成
に
力
を
い
れ
た
い
。

ま
ず
、
心
理
学
を
中
心

に
、
隣
接
分
野
を
含
め
た

幅
広
い
教
養
を
身
に
付
け

る
こ
と
で
、
人
間
の
心
や

行
動
を
多
角
的
な
視
点
か

ら
捉
え
、
自
分
だ
け
で
な

く
他
者
に
つ
い
て
も
深
く

総
合
的
に
理
解
す
る
。
そ

の
う
え
で
家
庭
や
地
域
、

職
場
で
人
を
幸
せ
に
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
を
考
え
、
人
と
関
わ

り
社
会
を
担
う
う
え
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

や
問
題
解
決
能
力
を
育
み

向
の
広
が
り
の
中
で
、
で

き
る
だ
け
幅
広
く
バ
ラ
ン

ス
よ
く
学
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、「
認
知
・
行
動
」、「
発

達
・
支
援
」、「
社
会
・
共

生
」
の
3
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
心
理
学
の
専
門
分
野

を
系
統
的
に
学
ぶ
。

　

さ
ら
に
、
教
学
全
体
を

通
し
て
「
総
合
的
」
な
人

間
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

と
い
う
観
点
か
ら
、
隣
接

分
野
で
あ
る
哲
学
を
始

め
、
経
済
学
、
経
営
学
な

ど
、
人
文
、
社
会
科
学
分

野
を
幅
広
く
学
ぶ
「
総
合

人
間
理
解
科
目
」
を
学
部

共
通
科
目
と
す
る
。ま
た
、

最
近
で
は
動
物
の
実
験
研

究
を
行
う
よ
う
な
心
理
学

系
学
部
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
が
、
伝
統
的
な
実
験

心
理
学
の
研
究
分
野
も
継

承
し
て
い
く
。

矢
藤
准
教
授
：
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
に
対
応
す
る
語
学

力
、
発
信
力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る

う
え
で
期
待
さ
れ
る
の

が
、
１
、
２
年
で
の
『
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
信
型
英
語

プ
ロ
グ
ラ
ム
』
だ
。
週
単

位
で
学
生
自
身
が
興
味
・

関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
世
界
中
か
ら
情
報

を
集
め
、
リ
サ
ー
チ
し
、

そ
の
成
果
を
英
語
で
発
信

す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
、
発
信
の
た
め
の
「
聞

く
、
話
す
、
読
む
、
書

く
」
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
「
ス
キ
ル
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
効
果
的
に

連
携
さ
せ
た
新
し
い
ス
タ

イ
ル
だ
。
自
分
が
伝
え
た

い
こ
と
を
伝
え
る
か
ら
楽

し
い
。
学
生
が
主
体
的
に

関
わ
る
こ
と
で
高
い
学
習

効
果
を
狙
い
、
そ
こ
で
足

り
な
い
と
分
か
っ
た
基
礎

力
は
ス
キ
ル
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
補
強
し
て
い

く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
だ
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
信
型

英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
通

じ
て
、
国
際
社
会
で
活
躍

す
る
た
め
の
英
語
力
が
鍛

え
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
論
理
的
思
考
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

な
ど
、
社
会
で
必
要
と
さ

れ
る
力
が
着
実
に
養
わ
れ

る
。

　

問
題
発
見
能
力
や
課
題

解
決
能
力
を
養
う
た
め
に

は
、
専
門
基
礎
や
専
門
科

目
で
は
実
験
、
実
習
以
外

に
も
実
践
的
な
学
び
を
多

く
取
り
入
れ
て
い
る
。
３

年
で
予
定
し
て
い
る
『
臨

床
実
践
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
Ⅰ
』
で
は
、
学
校
臨
床

関
連
施
設
、
司
法
臨
床
関

連
施
設
、
医
療
臨
床
関
連

施
設
や
福
祉
施
設
だ
け
で

な
く
、
大
阪
い
ば
ら
き

キ
ャ
ン
パ
ス
の
連
携
す
る

茨
木
市
や
茨
木
商
工
会
議

所
お
よ
び
企
業
へ
も
出
向

き
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
活
動
を

行
う
予
定
だ
。
こ
の
際
、

人
事
担
当
者
だ
け
で
な
く

営
業
職
な
ど
も
対
象
と
す

る
こ
と
で
、
心
理
学
が
ビ

ジ
ネ
ス
の
特
定
の
部
署
だ

け
で
な
く
多
く
の
現
場
、

場
面
で
も
役
立
っ
て
い

る
こ
と
の
理
解
を
促
す
。

O
I
C
の
立
地
を
活
か

し
、
現
場
で
育
て
ら
れ
る

専
門
家
、
ま
た
現
場
で
育

て
ら
れ
る
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

服
部
教
授
： 

施
設
・
設
備

に
関
し
て
は
、
現
在
工
事

を
進
め
て
お
り
、
最
新
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

学
舎
の
６
階
の
全
フ
ロ
ア

を
実
習
と
演
習
、
お
よ
び

そ
れ
を
支
え
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
用
の
設
備

と
す
る
な
ど
、
全
国
有
数

の
規
模
の
も
の
を
用
意
す

る
。
ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
と
な
る
O
I
C

か
ら
、
地
域
に
、
社
会
に

展
開
す
る
総
合
心
理
学
部

に
期
待
し
て
ほ
し
い
。

※
1　

収
容
定
員
に
係
る
学
則
変
更
認

可
申
請
中
、
学
部
設
置
届
出
書
類
提
出

中
。内
容
は
予
定
で
あ
り
、変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
2　

第
1
8
6
回
通
常
国
会
に
お
い

て
衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
第
43
号
と

し
て
提
出
さ
れ
た
、
心
理
職
国
家
資
格

の
名
称
で
あ
る
。第
1
8
7
回
臨
時
国

会
に
お
い
て
継
続
審
議
を
行
う
た
め
、

衆
議
院
で
の
閉
会
中
審
査
が
実
施
さ
れ

た
が
、
同
国
会
会
期
中
に
お
け
る
衆
議

院
解
散
に
伴
っ
て
廃
案
と
な
っ
た
。　

　みなさんも、少人数のグループでお互いに意

見を出し合い協力しながら学習した経験がある

と思います。その際に、先生や先輩の問いかけ

やアドバイスで議論が活発になった経験はあり

ませんか？

　私はいま、認知科学や情報工学の手法によ

り、人間同士のインタラクション（相互作用）の

分析と学習活動を支援する人工知能（擬人化

エージェント）の開発を行っています。研究室で

は、知覚・認知から人間と人間、ロボット、メディア

を含めたコミュニケーションまで幅広いテーマを

扱っていて、それらを心理実験からデータマイニ

ング、システム開発までを学際的なアプローチに

より検討しています。

　認知科学の分野では、人と人との協同学習

のメカニズムについての様 な々研究が行われて

います。私はこれまで、人間同士の社会的インタ

ラクションを通じて、人はどのように他者の異な

る視点を獲得するのか、どのようにして新しい気

づきや発見が生まれるのかについて、認知科学

の手法を取り入れて検討してきました。また、大

学院ではこれらの知見をもとに人間とインタラク

ションする人工知能のプログラムを作ることに

取り組み、人間の知的活動をコンピュータでも

実行できるように形式的に捉えることの難しさを

知りました。一方でこの問題にチャレンジするこ

とを通じて認知科学の知見に基づいてロボット

や擬人化エージェントのソフトウェアを作ることの

面白さにも魅了され、これまで研究を進めてきまし

た。

　現在は、現実場面での応用に向けて、人間

同士で行う協同学習を支援する擬人化エー

ジェントを開発し、学習者にどのような効果があ

るのかを心理実験を通じて調べています。そこで

は，人間同士の協同学習中に擬人化エージェン

トがポジティブな表情や言動を通じて介入した

り、複数でサジェスチョンを提供すると学習効果

が高くなることがわかっていて、今後の学習支

援のあり方にも役立てていけるなど、心理学分

野への導入には、様 な々アプローチが可能であ

ると考えています。総合心理学部では、プログラ

ミングの授業が選択科目でありますし、ロボット

や擬人化エージェントを使った実験を行う施設も

あります。みなさんの興味関心をさらに広げてい

きませんか。

※擬人化エージェントとは…コンピュータシステ

ムやネットワーク上で人の代理を務めるエージェ

ント（組織、個人などの存在）の一種。人になぞら

えた外観と挙動を示すもの。

擬
人
化

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
開
発

〈心理学の新たな領域〉
人の心や脳の信号理解から、システム開発・デザインまで
協同学習のよきファシリテーターとなる知的システムを開発する

立命館大学文学部　
准教授
総合心理学部　着任予定
林　勇吾 先生

環
を
生
み
、
こ
こ
で
育
つ

学
生
一
人
ひ
と
り
が
新
し

い
未
来
を
作
る
こ
と
に

貢
献
し
て
ほ
し
い
。
新

し
く
で
き
る
こ
の
学
部

で
、
2
0
2
0
年
に
向

け
て
学
園
全
体
で
掲
げ
る

Beyond Borders

の
理

念
を
土
台
と
し
た
人
材
養

成
を
実
現
し
た
い
。
こ
れ

か
ら
の
心
理
学
は
ま
さ
に

「
社
会
で
、
家
庭
で
、
企

業
で
、
人
生
で
生
き
る
」

学
び
と
い
え
る
。

　

保
護
者
の
関
心
が
集
ま

る
進
路
に
つ
い
て
は
、
前

身
と
な
る
こ
れ
ま
で
の
文

学
部
心
理
学
域
の
卒
業
生

の
よ
う
に
、
企
業
や
自
治

体
な
ど
で
幅
広
く
活
躍
す

る
可
能
性
を
柔
軟
に
捉
え

て
も
ら
え
ば
い
い
と
思

う
。
も
ち
ろ
ん
、
専
門
の

研
究
科
へ
進
み
、
臨
床
心

理
士
を
目
指
す
、
あ
る
い

は
今
後
の
国
会
審
議
の
成

り
行
き
に
も
よ
る
が
、「
公

認
心
理
師
」
※
2
な
ど
の

専
門
職
を
目
指
す
道
も
あ

る
。

総
合
力
を
身
に

付
け
る
教
育
課
程
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、設
備

服
部
教
授
：
今
後
は
、
単

独
の
学
部
に
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
新
た
な
捉
え
方
や

総
合
的
な
学
修
が
可
能
と

な
る
。
こ
れ
ま
で
心
理
学

は
、
文
学
部
や
教
育
学
部

の
中
に
分
散
さ
れ
て
い
た

り
、
分
野
が
偏
っ
て
い
た

り
し
た
。
そ
の
点
、
新
学

部
で
は
心
理
学
の
す
べ
て

を
揃
え
、
総
合
科
学
と
し

て
心
理
学
を
学
べ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

服
部
教
授
：
教
育
体
制
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
工
夫

を
凝
ら
し
た
。
ま
ず
、
心

理
学
を
「
総
合
的
」
に
学

ぶ
と
い
う
こ
と
。
心
理
学

の
基
礎
か
ら
応
用
、
臨
床

に
至
る
縦
方
向
の
広
が
り

と
、
知
覚
、
記
憶
、
社
会
、

発
達
、
さ
ら
に
は
情
報
科

学
、
脳
科
学
、
生
物
学
、

経
済
学
、
社
会
学
な
ど
と

の
境
界
領
域
を
含
む
横
方

P r o f i l e

2009年名古屋大学大学院情報科学研究科
博士課程修了。博士（情報科学）。立命館大
学情報理工学部助手、筑波大学図書館情報メ
ディア系特任助教を経て、現在に至る。人間同
士の協同問題解決や人間と擬人化エージェント
とのコミュニケーションに関する研究に従事。

た
い
。
そ
れ
を
備
え
た
人

材
は
ま
さ
に
今
の
社
会
が

求
め
る
も
の
だ
し
、
卒
業

後
の
進
路
に
お
い
て
も
強

み
を
発
揮
す
る
。
他
者
を

異
文
化
で
育
っ
た
人
々
と

読
み
替
え
れ
ば
、
ま
さ
に

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
求
め

ら
れ
る
人
材
と
も
言
え

る
。
自
ら
が
幸
せ
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
他
者
を
も

幸
せ
に
す
る
と
い
う
好
循

図3　学習用の擬人化エージェントの例（現在行っている研究のシステムの例）

図１　コミュニケーション実験の様子

図2　コミュニケーションロボット
PaPeRoとのしりとり（立命館大学
情報理工学部在籍時）
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地下２階と地上２～５階にはフィットネスジム、温水
プール、アリーナ、ランニングロード、多目的体育室、柔
道場、剣道場を完備。授業で使用するのはもちろん、
国士舘大生は、開放時間内ならいつでもフィットンネス
ジムと温水プールを年間１０００円で利用できる。

1部屋4人の共同生活、異なる学部の学生が同じ部
屋を使用。現在は4棟に1年生約600人が入居。

課
外
も
含
め

全
分
野
で
実
践
的

取
組
が
目
立
つ

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
筆

頭
に
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で

求
め
ら
れ
る
人
材
に
不
可

欠
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
や
問
題
発
見
、
課
題
解
決

力
育
成
の
た
め
、　

大
学
か

ら
小
学
校
ま
で
P
B
L
や
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導

入
が
加
速
し
て
い
る
が
、
レ

ポ
ー
ト
で
も
こ
う
し
た
取
り

組
み
に
力
を
入
れ
た
も
の
が

目
立
っ
た
。

　

教
員
養
成
系
で
は
す
で

に
、
教
育
実
習
に
加
え
て
実

地
演
習
が
必
修
化
さ
れ
て

い
る
が
、
学
校
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
力
を
い
れ
る
な

ど
、
実
践
的
な
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
て
い
る
大
学
が
多

い
。こ
れ
は
保
育
士
養
成
過

程
で
も
同
様
だ
が
、
保
育
士

養
成
課
程
を
中
心
に
、
子
育

て
支
援
ル
ー
ム
を
学
内
に
設

け
、
学
生
に
実
践
の
場
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に

開
放
す
る
こ
と
で
地
域
貢

献
を
目
指
し
た
も
の
が
目
立

つ
。そ
の
際
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
の

工
夫
も
欠
か
せ
な
い
こ
と
か

ら
、
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
ユ

ニ
ー
ク
な
も
の
を
ご
紹
介
し

た（
表
２
）。

　

こ
う
し
た
傾
向
は
心
理
、

社
会
福
祉
、看
護
・
医
療
技
術

に
お
い
て
も
同
様
。教
育
や

看
護
で
は
、
近
隣
地
域
と
の

連
携
だ
け
で
な
く
、山
村
、離

島
な
ど
の
非
日
常
的
な
環
境

に
身
を
置
く
こ
と
で
教
育
効

果
を
高
め
よ
う
と
い
う
取
組

も
あ
る
。

　

ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を

反
映
し
て
、
何
ら
か
の
形
で

海
外
研
修
を
行
う
大
学
も
少

な
く
な
い
。（
主
に
表
１
）。

　

看
護
・
医
療
技
術
で
は
ほ

か
に
、
チ
ー
ム
医
療
に
備
え

て
、
専
門
職
連
携
に
力
を
入

れ
る
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。1
年
次
を
全
寮
制
で
過

ご
し
、
学
生
が
寮
生
活
の
中

で
そ
れ
を
身
に
つ
け
て
い
く

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ

も
あ
る
。

時
代
の
要
請
を

取
り
入
れ
た
教
育
内
容
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

教
育
組
織
（
表
３
）

　

教
員
養
成
系
で
は
、
近
い

将
来
の
小
学
校
英
語
の
教
科

化
を
視
野
に
、
英
語
に
強
い

小
学
校
教
員
（
小
学
校
英
語

を
担
当
で
き
る
中
学
校
英
語

教
員
）
育
成
を
狙
っ
た
も
の

が
増
え
て
い
る
。外
国
語
系

大
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も

あ
る
。

　

大
学
教
育
の
質
保
証
と

い
う
視
点
か
ら
は
、
教
員
養

成
教
育
の
質
保
証
の
た
め
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
ま
と
め
た

も
の
も
あ
る
。子
ど
も
の
体

力
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し

た
コ
ー
ス
で
、
小
学
校
教
員

養
成
を
図
る
取
組
も
見
ら
れ

る
。

　

2
0
2
0
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
へ
向
け
て
注
目
の
高
ま

り
そ
う
な
取
組
も
あ
る
。

　

心
理
学
で
は
、
カ
リ
キ
ュ

教育・保育 社会福祉・心理 看護・医療技術

子どもと1700時間プログラム
（大阪総合保育大学）

心理現場のインターンシップ
（追手門学院大学心理学部）［解説］

まちの保健室実習
（園田学園女子大学人間健
康学部人間看護学科）

ホームステイ型実習
（和歌山大学教育学部）

海外福祉実習（韓国）
（西南学院大学人間科学部社会福祉学科）

家庭訪問実習
（関西福祉大学看護学部）［解説］

教育実地研修Ⅰ～Ⅳ
（秋田大学教育文化学部）［解説］※

しまの健康実習、国際看護、
災害看護

（長崎県立大学看護栄養学
部看護学科）※

学校インターンⅠ・Ⅱ
（日本女子大学人間社会学部教育学科）

ユタ大学ソーシャルワーク校との交流
（日本女子大学人間社会学部社会福
祉学科）「海外の福祉を学ぶ」［解説］

鳥羽実習
（畿央大学健康科学部看護
医療学科）

学校教育ボランティア
（日本女子大学人間社会学部教育学科）

地域研究プロジェクト
（日本福祉大学社会福祉学部社会
福祉学科）［解説］

Kio元気塾プロジェクト
（畿央大学健康科学部理学
療法学科、健康栄養学科）

ニュージーランド17日間、キッズイングリッシュ
（平安女学院大学子ども教育学部）
2015年～［解説］

医療福祉グループでアルバイト
（千葉商科大学人間社会学部）［解説］

フィールドワークA夏期Ⅰ、
カナダ（９月上旬から10日間）、
北欧（９月中旬から10日間）（東洋英和
女学院大学人間科学部保育子ども学科）

COCOROE塾（四天王寺大学）［解説］

海外教育実習（オーストラリア）
（神戸松蔭女子学院大学人間科学部子
ども発達学科）

海外心理学研修（カナダ）
（神戸神和女子大学発達教育学部
心理学科）

海外スポーツ教育・文化研修（中国）
（神戸親和女子大学発達教育学部ジュ
ニアスポーツ教育学科）

海外福祉研修（スウェーデン）
（神戸親和女子大学発達教育学部
福祉臨床学科）

海外教育実地研修（カナダ）
（神戸親和女子大学発達教育学部児童
教育学科）

ニコニコプロジェクト（ニコプロ）
大東文化大学文学部教育学科

（表１）海外研修・インターンシップ等

（表２）ネーミングのおもしろい子育て支援センター

「子育て支援センター　ぴっぴ」 東京都市大学人間科学部児童学科

親子広場「プリプリキッズ・ユニバ」 帝京平成大学現代ライフ学部児童学科

「子育てひろば　もりっこやまっこ」　 愛知県立大学看護学部

「マミポコ親子ひろば」「マミポコ・キッズプロジェクト」 畿央大学教育学部現代教育学科［解説］

「子育て支援センター『すくすく』」 神戸親和女子大学発達教育学部児童教育学科

「県大そうじゃ子育てカレッジ　チュッピーひろば」 岡山県立大学保健福祉学部保健福祉学科子ども学専攻

（表３）時代のキーワードから見た教育方法、カリキュラム、教育組織

子どもスポーツ
名古屋学院大学　スポーツ健康学部こどもスポーツ教育学科
国士舘大学　体育学部こどもスポーツ教育学科

小学校英語 関西外国語大学　英語キャリア学部英語キャリア学科　小学校英語コース

オリンピック、パラリンピック教育 日本初のIOCのオリンピックスタディーズセンター（筑波大学CORE）

インクルーシブ

アダプテッド·スポーツ教育（筑波大学体育専門学群）
障害のある人個々に適応させた体育・スポーツ活動。既存のスポーツに人が合わせ
るのではなく、人にスポーツを合わせるという発想から、個々の人ができることに目を向
け、できるものを工夫・創造し実践していこうという考えに基づく。教育現場が特別支
援教育としてインクルージョンへ動き出す中、将来指導者を目指す学生には必要不
可欠であるとして、専門基礎科目「特殊体育学」で学ぶことになっている。

地域ならではのプログラム

長崎県立大学　しまの健康実習※／国際看護／災害看護
奈良教育大学　文化遺産教育プログラム
秋田大学　教育実地研究Ⅰ（必修）、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳのうちいずれか選択必修※
※は表1でも紹介

心理学を実践的、総合的に学ぶ
1・2年次で「実験心理学」「社会·応用心理学」「臨床·発達心理学」の３分野を
体系的に（帝塚山大学心理学部）
理論と実践が半々の独自カリキュラム（南山大学）

子どもたちの心の問題を考える ナラティブ・アプローチ（神戸海星女子学院大学）［解説］

教育の質保証 教員養成スタンダード（兵庫教育大学）2011年

ユニークなアプローチ

ユーモア学プログラム（関西大学スポーツ健康学部）［解説］
経済学部に社会福祉を学ぶ共生社会学科（東北学院大学）
農学部バイオセラピー学科（東京農業大学）
イルカによるアニマルセラピー、アドベンチャーカウンセリング（帝塚山大学心理
学部）

専門職連携（IPE）

８学部10学科が連携。（広島国際大学）
ヒューマンケアチームアプローチ演習（山口県立大学）――岩手県立大学とも
連携
50年におよぶ全寮制教育（昭和大学医学部、歯学部、薬学部、保健医療学部）

［写真］

入試改革 国立大学唯一の社会福祉AO入試（島根大学）［解説］

（表４）関連分野における２０１６年度設置予定、改編予定の学部・学科

救急救命学科（設置認可申請中） 京都橘大学健康科学部

心理科学部（開設予定）、教育学部（仮称、構想中） 関西福祉科学大学

作業療法学科（仮称）、臨床検査学科（いずれも仮称、構想中） 森ノ宮医療大学

総合心理学部（設置届出書類提出中） 立命館大学

社会学部現代福祉学科（設置届出書類提出中） 龍谷大学

人文学部教育学科（設置届出書類提出中） 広島修道大学

総合科学部（設置申請中）社会総合科学科（仮称）心理健康コース（仮称） 徳島大学［解説］

福祉健康科学部（仮称、設置申請中） 大分大学

今号では、読者の便宜のために、ご紹介する大学を少しでも多くと、500近い大学に、自慢の取組や、施設・設備、教育組織の変更などについてお尋ねし
ました。たくさんいただいた回答からはいくつかの特徴が見えてきました。ここではそれらの一部をご紹介します（なお、看護、医療技術と医・薬が一体と
なった取り組みについては、11月号もしくは12月号で予定している「進路のヒント、ススメ理系！」の中で取り上げさせていただきます）。

ユニークな取組、充実の施設・設備を紹介

ラ
ム
面
で
も
実
践
を
重
視

し
た
ト
ー
タ
ル
な
学
び
を
促

す
と
こ
ろ
が
多
い
。ま
た
少

数
だ
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
報
告
も
あ
っ
た
。

　

社
会
福
祉
分
野
で
は
、
入

試
改
革
の
流
れ
に
沿
っ
た
取

組
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

大
学
自
慢
の
施
設
・
設
備

も
写
真
で
い
く
つ
か
紹
介
し

た
。

設
置
予
定
、

改
編
予
定
（
表
４
）

　

最
後
に
、
関
連
す
る
分
野

で
設
置
、
改
編
を
予
定
し
て

い
る
学
部
・
学
科
を
紹
介
す

る
。
2
0
1
6
年
度
に
向
け

て
は
国
立
大
学
で
新
学
部

設
置
が
目
立
つ
こ
と
も
一
言

付
け
加
え
て
お
く
（
終
面
参

照
）。

（
P
11
へ
続
く
）

「心と体の健康」をテーマにした
メイプルセンチュリーホール

（国士舘大学　世田谷キャンパス）

人
を
育
て
る
、人
を
ケ
ア
す
る
人
に
な
ろ
う
！

進路の
ヒント各地からのレポート

「一緒の寮でみんな仲良く」
昭和大学のユニークな全寮制教育　
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世
代
型
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

新
し
い
タ
イ
プ
の
大
学
院・京
都
大
学
総
合

生
存
学
館（
通
称
：
思
修
館
）が
始
動

❶

思修館
開設趣旨

　現
在
日
本
の
多
く
の
大
学

で
は
、
学
部
で
専
門
科
目
を

学
び
、
大
学
院
（
研
究
科
）

で
は
研
究
室
に
入
り
、
さ
ら

に
狭
い
範
囲
の
専
門
分
野
を

研
究
し
ま
す
。
京
都
大
学
を

は
じ
め
、
こ
の
よ
う
な
大
学

院
（
研
究
科
）
が
、
今
日
ま

で
の
学
問
研
究
の
発
展
を
担

い
、
今
後
も
そ
の
た
め
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　し
か
し
現
在
の
世
界
に

は
、
専
門
分
野
の
知
識
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
大
き
な

社
会
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
、
人
口
・
食
糧
問
題
し
か

り
で
、
し
か
も
ど
れ
も
対
応

が
急
が
れ
る
も
の
ば
か
り
で

す
。
東
日
本
大
震
災
や
原
子

力
発
電
所
事
故
を
受
け
て
、

多
く
の
科
学
者
が
沈
黙
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
専

門
家
と
し
て
一
流
で
、
自
分

の
専
門
に
つ
い
て
は
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、

専
門
外
の
こ
と
、
あ
る
い
は

多
く
の
分
野
に
ま
た
が
る
複

合
的
な
問
題
に
な
る
と
途
端

に
寡
黙
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
こ
と
は
狭
い
専
門
分
野

を
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と

の
、
あ
る
意
味
で
の
限
界
を

示
し
て
い
ま
す
。

　か
つ
て
は
総
合
文
化
人
と

で
も
い
う
べ
き
人
々
が
い
ま

し
た
。
と
く
に
京
都
に
は
、

哲
学
科
を
中
心
に
、
京
都
学

派
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
い

て
、
首
都
東
京
か
ら
は
距
離

を
置
き
、
様
々
な
分
野
に

亘
っ
て
、
時
流
に
抗
し
、
と

き
に
は
政
府
に
対
し
て
も
適

切
な
知
識
、
考
え
方
を
も
っ

て
、
頂
門
の
一
針
と
な
る
よ

う
な
提
言
を
行
う
こ
と
さ
え

あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
社
会

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と

い
う
意
味
で
時
代
の
リ
ー

ダ
ー
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む

今
、
日
本
や
世
界
で
新
た

な
リ
ー
ダ
ー
像
が
模
索
さ

れ
る
中
、
高
度
な
学
識
に

裏
打
ち
さ
れ
、
自
ら
の
専

門
の
範
疇
で
は
な
い
問
題
に

つ
い
て
も
、
そ
の
解
決
に
向

け
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
人
材
の
養
成
は
急

務
で
す
。
国
の
大
学
院
改
革

の
一
貫
で
あ
る
博
士
課
程
教

育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
中
で
も
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン

ド
型
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院

は
こ
う
し
た
危
機
意
識
か
ら

生
ま
れ
、
新
た
な
大
学
院
思

修
館
は
、
そ
れ
に
形
を
与
え

永
続
さ
せ
る
た
め
の
新
し
い

タ
イ
プ
の
大
学
院
と
し
て
構

想
さ
れ
ま
し
た
。

　京
都
か
ら
世
界
へ
、
世
界

か
ら
京
都
へ
。
志
あ
る
若
者

が
集
い
世
界
へ
羽
ば
た
く
。

そ
の
た
め
の
拠
点
、《
学
び

考
え
実
践
す
る
》
思
修
館
に

期
待
し
て
下
さ
い
。 学長

松本　紘
（京都大学総長）

こ
の
道
は

世
界
へつ
な
が
っ
て
い
る

京都大学が、大学院に新たな一ページを刻む

京都学、世界で羽ばたく

メンター・複数
指導教員制度

専任教員のほか、学内の科目
担当教員、研究指導協力教
員、メンターがテーラーメイ
ド型教育をバックアップ。

熟　議

共通基盤科目
（八思）

国内外
インターンシップ

テーラーメイド型
教育

海外武者修行

プロジェクト
ベースリサーチ

合宿型
研修施設

5年一貫制

産官連携特別セミナー。財
界・官界のトップリーダーや
その経験者を特任教員とし
て招聘。専門的な課題につ
いて討論などの双方向型の
講義が行われる。

医学・薬学・生命、情報・環境、
理工学、哲学などの人文科
学、経済・経営、法律・政治、語
学、芸術の8分野からなる高
度な教養科目群。専門分野
を除く7分野からそれぞれ2
科目を選択必修として学ぶ。

サービスラーニング型
現地実践教育。

一人ひとりの夢・志の実現へ
向けてカリキュラムを編成。

国際実践教育。特任研
究員として海外の国際
機関や企業に派遣され、
フィールドワークを行う。

自らプロジェクトを立
案、資金と人も集める。

合宿型研修施設で、24時間、
異分野を学んできた仲間、海
外からの仲間と切磋琢磨。

日本ではまだ数少ない博
士課程の形態。博士課程
教育の実質化を目指す。

5年一貫であるために求
められる2～3年次と3～
4年次での進級審査及び
学位審査。

Qualifying 
Examination

現
代
社
会
が
抱
え
る
課
題
解
決
を
目
指
し
、
世
界
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
」
※
と
し
て

2
0
1
3
年
4
月
に
開
設
し
た
5
年
一
貫
制
の
大
学
院「
総
合
生
存
学
館
」、
通

称
「
思
修
館
」。日
本
で
は
古
来
か
ら
聞
い
て
得
ら
れ
る
智
慧
を
「
聞
慧
」、
思
索

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
智
慧
を
「
思
慧
」、
実
践
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
智
慧
を
「
修

慧
」と
呼
ん
で
い
る
が
、新
し
い
大
学
院
は
思
索
と
実
践
を
重
視
す
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら「
思
修
館
」と
名
付
け
ら
れ
た
。

　社
会
の
進
展
に
伴
い
複
雑
化
･
複
合
化
す
る
社
会
的
課
題
の
解
決
に
は
、
限

ら
れ
た
狭
い
範
囲
の
専
門
的
知
識
や
知
見
だ
け
で
は
十
分
対
応
で
き
な
い
。そ

こ
に
他
の
専
門
分
野
の
知
識
や
知
見
を
加
え
て
統
合
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
現
実

に
適
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。こ
の
よ
う
な
学
術
の
総
体

が
総
合
生
存
学
だ
。

　思
修
館
は
、現
在
、世
界
や
日
本
で
求
め
ら
れ
て
い
る
、幅
広
い
知
識
と
深
く

確
か
な
専
門
性
、柔
軟
な
思
考
力
に
加
え
て
、強
い
意
志
と
実
行
力
を
併
せ
持
っ

た
次
世
代
型
リ
ー
ダ
ー
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
輩

出
を
目
指
す
。具
体
的
に
は
企
業
、
官
公
庁
、
国
際
機
関
な
ど
に
お
い
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、改
革
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
人
材
だ
。あ
わ
せ

て
総
合
生
存
学
の
研
究
者
養
成
も
行
う
。

　そ
の
た
め
に
、
複
合
的
な
社
会
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
思
想
･
政
策
や
方

法
を
広
く
探
求
す
る
総
合
生
存
学
の
専
門
性
に
加
え
て
、
幅
広
い
教
養
を
身
に

つ
け
俯
瞰
力
を
強
化
す
る
。ま
た
、国
内
外
で
の
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
1
年

間
の
国
際
実
践
教
育
を
通
じ
た
実
践
活
動
、産
官
連
携
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
熟
議
）

な
ど
産
官
連
携
に
よ
る
教
育
も
取
り
入
れ
る
。

　思
修
館
で
は
こ
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
す
る
た
め
に
、
複
数
の
教

員
に
よ
る
指
導
体
制
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
学
生
に
適
し
た
テ
ー

ラ
ー
メ
イ
ド
型
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
す
る
。ま
た
、
研
究
に
没
頭
で
き
る

よ
う
、合
宿
型
研
修
施
設
や
奨
励
金
な
ど
も
用
意
さ
れ
る
。

　他
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
が
既
設
大
学
院
の
協
力
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

形
態
で
対
応
し
て
い
る
中
、
国
か
ら
認
可
を
受
け
た
独
立
し
た
大
学
院
で
あ
る

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
、
思
修
館
。今
夏
に
は
第
2
期
生
の
募
集
が
始
ま
る
。詳

細
を
特
集
し
た
。

※
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院

産
業
界
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
一
貫
し
た
世
界
に
通
用
す
る
博
士
課
程
教
育
を
行
い
、
広
く
産

学
官
に
わ
た
っ
て
国
際
社
会
で
活
躍
し
世
界
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
世
界
的
な
大
学
院
教
育
拠
点
。

京都大
学

新大学
院

特 集
号

渋谷教育学園
　幕張高校が
　　　総合優勝

　
第
４
回
科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会
（
科
学
技
術
振
興
機
構
、
茨
城
県
な
ど
主
催
）
が
、
第

３
回
ま
で
の
兵
庫
県
か
ら
舞
台
を
移
し
、
３
月
20
～
23
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
茨
城
県
つ
く

ば
市
の
つ
く
ば
国
際
会
議
場
と
つ
く
ば
カ
ピ
オ
で
開
か
れ
ま
し
た
。
全
国
47
都
道
府
県
代
表

の
高
校
生
た
ち
が
学
校
ご
と
の
チ
ー
ム
で
科
学
の
知
識
と
技
能
を
競
い
、
渋
谷
教
育
学
園
幕

張
高
校
（
千
葉
県
）
が
総
合
優
勝
し
ま
し
た
。
総
合
２
位
は
白
陵
高
校
（
兵
庫
県
）、
同
３
位

は
静
岡
県
立
清
水
東
高
校
。
優
勝
し
た
渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
校
は
米
国
・
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州

で
開
催
さ
れ
る「
サ
イ
エ
ン
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ド
２
０
１
５
」に
参
加
し
ま
す
。

第４回 科学の甲子園全国大会特集

見事総合優勝に輝いた
渋谷教育学園幕張高校
のメンバー

「第４回 科学の甲子園全国大会」　成績一覧
競　技　・　成　績 学　校　名

総合優勝（文部科学大臣賞・CIEE／TOEFL賞） 千葉・渋谷教育学園幕張高校

総合２位（科学技術振興機構理事長賞・UL Japan賞） 兵庫・白陵高校

総合３位（茨城県知事賞・常陽銀行賞） 静岡・県立清水東高校

総合４位（つくば市長賞・筑波銀行賞） 広島・広島学院高校

総合５位（日本理科教育振興協会賞） 神奈川・栄光学園高校

総合６位 富山・県立富山中部高校

総合７位 奈良・県立奈良高校

総合８位 京都・洛星高校

総合９位 茨城・県立水戸第一高校

総合10位 岐阜・県立岐阜高校

筆記競技１位（講談社賞） 東京・筑波大学附属駒場高校

筆記競技２位（内田洋行賞） 千葉・渋谷教育学園幕張高校

実技競技①　１位（トヨタ賞） 広島・広島学院高校

実技競技①　２位（ケニス賞） 高知・高知学芸高校

実技競技②　１位（パナソニック賞） 栃木・県立宇都宮高校

実技競技②　２位（学研賞） 宮城・仙台第三高校

実技競技③　１位（SHIMADZU賞） 富山・県立富山中部高校

実技競技③　２位（ナリカ賞） 長崎・県立長崎西高校

企業特別賞（旭化成賞）
最も優れたチームワークを発揮した優秀校 兵庫・白陵高校

企業特別賞（インテル賞）
最も優れた21世紀型スキルを発揮した優秀校 京都・洛星高校

企業特別賞（埼玉県経営者協会賞）
１年生２名以上を含むチームの中の優秀校 滋賀・県立膳所高校

企業特別賞（帝人賞）
女子生徒３名以上を含むチームの中の最優秀校 沖縄・昭和薬科大学附属高校

企業特別賞（日立賞）
最もイノベーションを予感させるユニークな解答をした優秀校 高知・高知学芸高校

▲２位・白陵高校　　▼３位・清水東高校

　
総
合
優
勝
し
た
渋
谷
教
育

学
園
幕
張
高
校
は
昨
年
に
続

い
て
２
回
目
の
出
場
。
２
年

生
５
人
、
１
年
生
３
人
の
８

人
。
初
出
場
の
昨
年
は
18
位

で
、
大
会
前
に
「
昨
年
の
経

験
を
生
か
し
優
勝
を
目
指
す

！
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま

し
た
が
、
筆
記
競
技
で
２
位

と
な
り
他
の
競
技
で
も
確
実

に
加
点
し
て
見
事
栄
冠
に
輝

き
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
中
村
柊
さ

ん
は
「
個
人
的
に
は
初
め
て

の
参
加
。
慣
れ
な
い
器
具
で

の
実
験
で
苦
労
し
た
が
、
チ

ー
ム
メ
ー
ト
の
力
で
勝
て

た
」
と
話
し
、
他
の
メ
ン
バ

ー
も
「
昨
年
出
場
し
た
先
輩

か
ら
頑
張
れ
と
言
わ
れ
て
い

た
の
で
期
待
に
応
え
ら
れ
て

う
れ
し
い
」「
優
勝
は
ラ
ッ

キ
ー
。
実
力
以
上
の
力
が
出

せ
た
」「
チ
ー
ム
全
体
で
戦

え
た
の
が
勝
因
。
わ
れ
わ
れ

８
人
だ
け
で
な
く
周
り
の
協

力
も
大
き
か
っ
た
」
と
喜
び

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

「
チ
ー
ム
全
体
で
戦
え
た
」

優 勝 の 喜 び

2015年（平成27年）5月15日 大学ジャーナル・別冊1
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科学の
甲子園

○旭化成株式会社
○インテル株式会社
○株式会社内田洋行
○株式会社学研ホールディングス
○ケニス株式会社
○株式会社講談社（Rikejo）
○一般社団法人埼玉県経営者協会

協
賛
企
業（

50
音
順
）

協
力
企
業
・

団
体

（
50
音
順
）

○CIEE（ETS TOEFL）
○株式会社島津製作所／
　株式会社島津理化
○株式会社常陽銀行
○株式会社筑波銀行
○帝人株式会社
○トヨタ自動車株式会社

○株式会社ナリカ
○公益社団法人日本理科教育振興協会
○パナソニック株式会社
○株式会社日立製作所
○株式会社UL Japan

○サントリーホールディングス株式会社
○ナカバヤシ株式会社
○公益財団法人日本発明振興協会
○独立行政法人理化学研究所

沖
縄
県

鹿
児
島
県

宮
崎
県

大
分
県

熊
本
県

長
崎
県

佐
賀
県

福
岡
県

高
知
県

愛
媛
県

香
川
県

徳
島
県

山
口
県

広
島
県

岡
山
県

島
根
県

鳥
取
県

和
歌
山
県

奈
良
県

兵
庫
県

大
阪
府

京
都
府

滋
賀
県

三
重
県

愛
知
県

静
岡
県

岐
阜
県

長
野
県

山
梨
県

福
井
県

石
川
県

富
山
県

新
潟
県

神
奈
川
県

東
京
都

千
葉
県

埼
玉
県

群
馬
県

栃
木
県

茨
城
県

福
島
県

山
形
県

秋
田
県

宮
城
県

岩
手
県

青
森
県

北
海
道

都
道
府
県
名

第
４
回 

科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会 

出
場
校

昭
和
薬
科
大
学
附
属
高
校（
４
）

ラ
・
サ
ー
ル
高
校（
４
）

県
立
宮
崎
西
高
校（
４
）

県
立
大
分
上
野
丘
高
校（
３
）

真
和
高
校（
２
）

県
立
長
崎
西
高
校（
４
）

県
立
唐
津
東
高
校（
初
）

久
留
米
大
学
附
設
高
校（
３
）

高
知
学
芸
高
校（
３
）

県
立
松
山
西
中
等
教
育
学
校（
初
）

県
立
高
松
桜
井
高
校（
初
）

県
立
城
南
高
校（
初
）

県
立
徳
山
高
校（
初
）

広
島
学
院
高
校（
４
）

岡
山
白
陵
高
校（
２
）

県
立
益
田
高
校（
２
）

県
立
鳥
取
西
高
校（
４
）

智
辯
学
園
和
歌
山
高
校（
２
）

県
立
奈
良
高
校（
初
）

白
陵
高
校（
初
）

大
阪
教
育
大
学
附
属
高
校
天
王
寺
校
舎（
初
）

洛
星
高
校（
初
）

県
立
膳
所
高
校（
４
）

県
立
四
日
市
高
校（
初
）

県
立
岡
崎
高
校（
３
）

県
立
清
水
東
高
校（
２
）

県
立
岐
阜
高
校（
４
）

松
本
深
志
高
校（
２
）

県
立
吉
田
高
校（
初
）

県
立
藤
島
高
校（
４
）

県
立
金
沢
泉
丘
高
校（
３
）

県
立
富
山
中
部
高
校（
２
）

県
立
新
潟
高
校（
３
）

栄
光
学
園
高
校（
４
）

筑
波
大
学
附
属
駒
場
高
校（
３
）

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
校（
２
）

県
立
大
宮
高
校（
３
）

県
立
前
橋
女
子
高
校（
２
）

県
立
宇
都
宮
高
校（
４
）

県
立
水
戸
第
一
高
校（
初
）

県
立
福
島
高
校（
２
）

県
立
米
沢
興
譲
館
高
校（
初
）

県
立
秋
田
高
校（
３
）

仙
台
第
三
高
校（
初
）

県
立
盛
岡
第
一
高
校（
４
）

県
立
八
戸
高
校（
初
）

札
幌
西
高
校（
３
）

学
校
名（
カ
ッ
コ
内
は
出
場
回
数
）

活かそう科学の英知

７
６
５
０
人
が
エ
ン
ト
リ
ー 

最
多
を
更
新

　「広げよう科学の輪　活かそう
科学の英知」―科学の甲子園は
そんな合言葉で、高校生が一同に
集い競い合い活躍できる場を提供
することで、科学好きの裾野を広
げトップ層の力をさらに伸ばす目
的で2012年に創設されました。今
回、各都道府県の代表選考会に参
加したのは618校7650人で、これ
までの最多エントリーとなりま
した。全国大会にはその各都道府

県大会の激戦を勝ち抜いた初出場
15校や唯一の女子高（群馬県立前
橋女子高）を含む47校、370人の高
校生が参加。開会式では、選手を代
表して筑波大附属駒場高校（東京）
の山田巌さんが「甲子園は野球を
するべきだと考えられてきました
が、こうした固定観念は思考力を
奪い新たな発想を生み出す足かせ
にしかなりません。私たちは柔軟
な思考を持って何事にも楽しんで
あたることを誓います」と宣誓し
ました。大会２日目から、各校６～
８人で科学に関する知識とその活
用能力を駆使して筆記と実技（３
競技）の各課題に挑戦しました。

初出場は15校

物
理
や
数
学
な
ど
教
科
の
枠
超
え
た
11
問

　筆記競技は競技者６人・競技時
間２時間で、出題は、物理・化学・生
物・地学・情報・数学の11問（59㌻）。
例えば、細胞膜の構造や電気的性
質についての解説を読み理解した
うえで、図に示された細胞膜の１
㎡当たりの電気容量を求める▽ガ
ソリンエンジンについて、ピスト
ン内でガソリンと空気の混合気が
爆発し次の爆発までを音の１周期
として、１分間にエンジンが15000

回転するとき、エンジン音の周波
数を求めよ▽海洋の深海底でつく
られるさまざまな堆積物のうち、
大陸の縁に分布する陸源砕屑物
（砂や泥など）がどのようにしてつ
くられたか説明せよ―など各分
野の知識をもとにその活用力を問
うもの。教科・科目の枠を超えた融
合的な問題も出題され、得意分野
を持ったメンバーを集め、それぞ
れの役割をうまく組み合わせたチ
ームワークがカギを握ります。
　この競技では筑波大学附属駒場
高校（東京）が最高得点をあげ第１
位の講談社賞に輝きました。

筆記競技

柔軟思考をフル回転　知力の限りの 2日間

さあ、頂上まで上りきるか…。
自分たちで作ったロープウェイを
調整する表情は真剣そのもの

2015年（平成27年）5月15日 2
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科学の
甲子園

広げよう科学の輪

名
水
の
硬
度
は
／
土
星
リ
ン
グ
の
視
直
径
算
出

　実技競技は実技競技①「つくば
の名水」、同②「THE 地学」、同③

「登れ！ 筑波山」の３競技。「つく
ばの名水」（競技者３人・競技時
間２時間）は、用意された試薬・
器具類と試料水を使い、自ら測定
器具を作り、試料水の３種類の硬
度（全硬度・Ca硬度・Mg硬度）を
測定するもので、これまでの知識
を生かしながら実験技術と測定の
精度、求めた硬度の正確さを競い

ました。
　「THE 地学」（同３人・同２時間）
は、「岩石標本を作成せよ」「『幻日』
を解明せよ」など地質、気象、天
文系の８課題。このうち「土星の
リングの視直径を求めよ」は、天
体望遠鏡を制作し10㍍先の定規
を利用して望遠鏡の視野を測定し
た後、土星の模型に合わせ写真撮
影し視直径を算出するもので、難
易度が高い課題ばかり。９時から
筆記競技が始まり、実技競技②が
終了したのは午後６時過ぎ、知力
の限りを尽くした高校生たちはさ
すがに疲れきった表情でした。

実技競技①②

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
製
作
し
山
頂
目
指
す

　「登れ！ 筑波山」は、４人で
用意された材料と工具で台車（充
電カー）とロープウェイを１時間
で製作。競技では台車が斜面を下
らせる際の回生ブレーキによるエ
ネルギーをコンデンサーに蓄電
し、その電力で約６㍍の糸を張っ
た山に向けてロープウェイを登ら
せるもので、蓄電から登りきるま
でのタイムを競いました。内容が
事前に公表され、各チームとも試

作・試行を繰り返し準備してきた
はずですが、本番の緊張もあって
か小さなミスで動かなくなった
り、蓄電不足で３分の制限時間に
登りきれなかったマシンもありま
した。また第２回科学の甲子園ジ
ュニア全国大会（昨年12月）で優
勝した茨城県代表の中学生たちも
参加しました。

◇
　各実技競技の１位は次の通り。
実技競技①（トヨタ賞）＝広島・
広島学院高校▽同②（パナソニッ
ク賞）＝栃木・県立宇都宮高校▽
同③（SHIMADZU賞）＝富山・県
立富山中部高校

実技競技③ 柔軟思考をフル回転　知力の限りの 2日間

止まらずに動いて !!　思わず手
を合わせ祈る姿や失敗しがっく
り、手で顔を覆う高校生も…

2015年（平成27年）5月15日3
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各
企
業
特
別
賞
に
は
、
旭
化
成
賞
＝

兵
庫
・
白
陵
高
校
、
イ
ン
テ
ル
賞
＝
京

都
・
洛
星
高
校
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会

賞
＝
滋
賀
・
県
立
膳
所
高
校
、
帝
人
賞

＝
沖
縄
・
昭
和
薬
科
大
学
附
属
高
校
、

日
立
賞
＝
高
知
・
高
知
学
芸
高
校
が
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
３
日
目
に
開
か
れ
た
特

別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
キ
ミ
が
世
界
を
変

え
る
！
」
で
は
、
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
の
開
発
で
昨
年
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
名
古
屋
大
学

教
授
、
天
野
浩
氏
が
講
演
。
科
学
者
と

し
て
の
苦
労
や
喜
び
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
授

賞
式
の
様
子
な
ど
を
語
り
、
論
理
的
に

考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し

た
。
引
き
続
き
天
野
教
授
の
ほ
か
東
京

大
学
大
学
院
教
授
・
中
須
賀
真
一
氏
▽

国
立
極
地
研
究
所
助
教
・
渡
辺
佑
基
氏

▽
北
海
道
大
学
助
教
・
大
西
な
お
み
氏

ら
最
先
端
科
学
分
野
で
活
躍
す
る
研
究

者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
司
会
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
中
村

慶
子
氏
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
リ

ス
ト
か
ら
は
「
大
き
な
目
標
に
出
会
う

た
め
に
は
視
野
を
広
く
持
ち
続
け
る
こ

と
が
大
切
。
勉
強
す
る
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
り
、
い
ろ
ん
な
人

天野 浩氏

中須賀 真一氏

渡辺 佑基氏

大西 なおみ氏

（※記事は現地取材及び科学技術振興機構のＨＰ「科学の甲子園」などを参照しました）

交流会やシンポジウムも

と
か
か
わ
り
頭
を
フ
ル
に
使
っ
て
い
ろ

ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
経
験
し
て
ほ
し

い
」
「
新
し
い
道
を
見
つ
け
る
た
め
に

は
一
つ
は
先
入
観
を
捨
て
る
。
二
つ
目

は
失
敗
を
恐
れ
な
い
。
そ
し
て
三
つ
目

は
執
着
力
、
執
念
」
「
一
番
大
事
な
の

は
自
分
に
う
そ
を
つ
か
な
い
。
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
は
人
が
き
め
る
の
で
は

な
く
、
出
発
点
は
自
分
だ
」
「
ス
タ
ン

ス
を
広
く
取
っ
て
新
し
い
も
の
を
受
け

入
れ
る
。
科
学
の
分
野
は
多
様
で
広
く

て
深
い
。
あ
ま
り
こ
れ
と
決
め
つ
け
ず

面
白
い
分
野
は
な
い
か
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
を
見
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
科
学
的
人
材
を
育
て
る
た
め

の
産
学
官
連
携
の
あ
り
方
を
探
る
、
企

業
・
団
体
の
担
当
者
や
都
道
府
県
の
指

導
主
事
、
教
育
関
係
者
ら
に
よ
る
特
別

交
流
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
の
フ
ェ
ア
ウ
エ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
戦
い
ぶ
り

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
楽
し
い
思
い
出

を
語
り
合
い
チ
ー
ム
の
垣
根
を
超
え
て

交
流
す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま

し
た
。
な
お
第
５
回
大
会
も
茨
城
県
つ

く
ば
市
で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

ノーベル物理学賞受賞の天野浩・名大教授が講演

催し
多彩
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４台ある救急車の内１台

広島国際大学

神戸学院大学
総合リハビリテーション学部

医療用リニアック動作解析室

義肢装具実習室

7階建ての専用棟はまさに“総合的な”学びの場
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日本福祉大学
社会福祉学部

　社会福祉学科２、３年次に「地域研

究プロジェクト※」と呼ばれる活動があ

り、知多半島で活動するNPOや企業と

協働しながら地域に貢献する活動を通

じ、実践的な学びを経験できます。

　たとえば2013年夏には、美浜町空

き家活動プロジェクトと称し、美浜町内

の空き家で地域住民の方と交流する取

り組みとして、コマ回しやあやとりなどの

遊びを通じ、児童とお年寄りが触れ合う

サロンを開催しました。

※経済学科にもあります。

日本女子大学
人間社会学部
社会福祉学科

　海外の福祉現場との交流に力を

入れています。交流協定に基づき、

2014年度もユタ大学ソーシャルワー

ク・カレッジの高齢者施設調査を受け

入れ、春季には学生の研修プログラム

で現地を訪問しました。

　このプログラムでは、事前指導として

ガイダンスおよび事前学習会が４回と、

教員による講義が４回行われた後、２名

の引率教員とともに現地で９日間にわ

たる研修を実施しました。研修内容は、

近隣の社会福祉施設と病院の見学、

ソーシャルワーク・カレッジの授業におけ

るプレゼンテーションなどで、このほかに

毎日午前中には英語レッスンの時間が

設けられました。

　参加した学生は一連の研修終了

後、報告レポートを提出、単位が認定さ

れます。

神戸海星女子学院大学
現代人間学部
心理こども学科

　心理学を担当する教員を中心に、母

子（幼児）の遊びの中にみられるナラ

ティブ（物語）の能力の発達について

学生と一緒にリサーチし、共同研究を

実施しています。学生たちの研究にも、

学年を超えて、調査にお互いに協力し、

助け合う姿勢が見られます。３回生の

心理学ゼミでは、全員で共同研究を実

施、結果は大学祭や学会等での発表

の機会を持てるように、がんばっていま

す。

　また児童養護施設での学習ボラン

ティアに行くコースの学生も多く、教員

が活動をスーパーバイズしています。

畿央大学
教育学部現代教育学科
マミポコ親子ひろば
プロジェクト／マミポコ・
キッズプロジェクト

　小学校教員や幼稚園教諭・保育士

を目指す教育学部の学生、教員を中心

に2009年４月からスタート。マミポコ親

子ひろばは０歳から幼稚園入園までの

未就学児の親子を対象に、毎週月曜日

に大学の和室を開放していて、地域の

交流の場として好評です。広場では、毎

回テーマを変えて、歌遊びから手遊び、

体操遊び、絵本の読み聞かせなど、運

営は学生が主体となって、親子が触れ

合いながら一緒にできる遊びを提供し

ています。地域の交流の場としても好

評。この時期の子どもの成長は目まぐる

しく、保護者とともに成長に寄り添いな

がら、年間を通じてサポートする意義は

とても大きいものです。

　マミポコ・キッズプロジェクトは、近隣

の小学生約50名をキャンパスに招い

て、毎月２回、日曜日の午後からいろん

なゲームを楽しんでもらっています。子ど

もたちにとっては仲間づくりができて、大

きなお兄さんお姉さんのもとでのびのび

課外活動ができる機会になりますし、学

生にとっては、運営を通して、子どもたち

の前で話したり説明したりする力をつけ

るよい経験になります。学生たちはこう

した活動を通して、小学校教員や幼稚

園教諭、保育士になる自覚を身につい

ていってくれています。大学が費用を全

額負担する公認の課外活動。

千葉商科大学
人間社会学部
人間社会学科

　学部と連携協力（コーポレートパート

ナーシップ）を締結する医療福祉グルー

プにて、学生が実習・研修を行ってい

る。これには、同グループ介護施設にお

いてアルバイトと学業とを両立させなが

ら就業体験を設け、介護福祉士、社会

福祉士などの国家資格と関連させて、

大学教育においても従来の社会福祉

学部と違う視点から介護の担い手を養

成するものです。

四天王寺大学
COCOROE塾
プロジェクト

　近隣の中学生を対象に、週１回、藤

井寺駅前キャンパスにて開催する無

料の学習塾。教育学部教育学科の中

学校英語・小学校コースの学生が中

心になって先生役を務めます。当初は

英語からスタートし、ゆくゆくは５教科に

拡大していきます。将来、教師をめざす

学生たちは空き時間も使って授業づく

りに没頭。実践的な学びの場となって

います。お手本となっているのが、四天

王寺大学の起源であり、聖徳太子が、

「他人に対する慈しみの心」を持った

人材を育成するために創った日本最古

の学問所・四天王寺敬田院。四天王

寺大学は聖徳太子の精神を受け継ぎ、

「COCOROE塾」を通して、聖徳太子

のように強い志と慈しみの心に満ちた

人材を育てていきます。本プロジェクトを

含むCOCOROE（こころえ）プロジェク

トは、四天王寺敬田院創設１４００年に

因み１４００のプロジェクトをめざします。

大阪総合保育大学

　開学当初から、週１日８時間、年間

では約240時間という極めてユニーク

な『インターンシップ実習』を、しかも１

年から必修で行っています。実習後は

毎回実習日誌をつけてもらい、教員と

４年前からは院生のアシスタントティー

チャーとで、１週間以内に添削して返却

します。毎週フルタイムで行えるのは、

単科大学の良さを生かして、開設時に

週５日のうちまったく講義のない１日を

作ったからです。必修は２年までで、保

育、教育それぞれの実習が入ってくる

３、４年には選択制になりますが、すべ

て参加すると４年間で960時間、これ

に必修の『保育実習』、『教育実習』の

740時間を加えると、じつに1700時間

になります。目下、３分の１から半数の

学生が３、４年次も続けていて、25年

度では、実習日誌の義務のないボラン

ティアを除いて全体の66％の学生が

参加しています。

追手門学院大学
心理学部

　学校や福祉施設などの現場で子ども

たちへの心のサポートを実践的に学ぶ

授業（アクティブラ―ニング）。地域の

小学校や児童福祉施設、教育相談所

をはじめ、学院内の中学・高校に行ける

のは、併設校がある本学の強み。現場

の学びを通じて、専門的・職業的な学

びの意義とともに、人間的な成長をも促

します。

島根大学
法文学部社会文化学科
福祉社会コース

　福祉社会コースが所属する社会文

化学科では、平成27年度からいわゆ

るAO入試を実施します。国立大学で、

社会福祉を学ぼうとする人を対象とし

たAO入試は全国でもあまり例がありま

せん。出願要件は、卒業後、山陰両県

（島根県、鳥取県）で社会福祉分野の

就職をめざすこと。求める学生像は、社

会福祉士の資格を取得して、山陰両県

で福祉専門職として活躍しようとする意

欲を持つ人です。また、社会福祉の視

点から現代日本の様々な問題を積極的

に考えていこうとする人です。

　AO入試で評価するのは、基礎的学

力だけでなく、学ぶ意欲や社会・福祉へ

の関心です。そのため、小論文、面接な

どを実施する予定です。これらの合格

者は、センター試験３教科を受験し、一

定の得点を得ると最終的な合格者とな

ります。

　本学の福祉社会コースは、近畿・中

国地方の国立大学で唯一の社会福祉

養成コースです。専任教員も充実して

おり、手厚い少人数教育を実施してい

ます。

秋田大学
教育文化学部

　学校教育課程の平成26年度入学

生より、教育実地研究Ⅰ（２単位）を必

修化し、大学近隣の児童館、学童クラ

ブにおいて、小学生の学習・生活支

援に携わるボランティアの体験活動を

行っています。同じく教育実地研究Ⅱは

小学生の野外体験活動への支援、教

育実地研究ⅢとⅣは小学校を中心とし

て学校における子どもたちの学習・生

活支援に携わるボランティアの体験活

動を行っています。学校教育課程の学

生は、教育実地研究ⅡⅢⅣから２単位を

選択必修としています。若手教員がほ

とんどいなくなっている秋田の学校等に

おいて、学生の参加は期待をもって歓

迎されているとともに、教員志望学生へ

の実践知の継承により、秋田の授業力

の維持・向上、普及への効果も期待さ

れています。

愛知教育大学
教員養成課程

　教員をめざす学生を対象にした、夏

休み期間中に３週間オーストラリアでの

教育実習。メルボルン、ブリスベンのい

ずれかでホームステイをしながら、地元

の小学校などで日本語授業を担当した

り、他の授業のアシスタントを務めます。

　対象は１年から４年までで、TOEIC700

点以上などの条件で公募し、面接など

で選びます。５月ごろから４回の事前講

習を受け、日本文化を紹介するパワー

ポイントなどを作成して渡航する。２０１３

年度に派遣先14校でスタートしました。

　アメリカやイギリスに比べ短い日本の

教育実習期間の密度を高めたいという

目的もあります。

関西福祉大学
看護学部

　2年次で家庭訪問実習を行っていま

す。期間は2か月で1単位。例年90 ～

100名の学生が大学周辺（赤穂市）

の高齢者のいる家庭を、2人一組で2

回、同じ家庭を訪問します。実習のねら

いは、生活の場である家庭を訪問する

ことにより、地域で生活されている高齢

者の生活の実際や健康についての考

え方や行動の多様性を学びます。その

中で看護職としての役割やコミュニケー

ションの大切さも学びます。さらに対象

の方が利用している福祉サービスなど

を学ぶことにより、看護の幅の広さ、繋

がりを考えます。

平安女学院大学
子ども教育学部

　教育水準が高く、アジア・ヨーロッパ

の多様性と活気に満ちた多文化国家

であるニュージーランド。その第4の都

人
を
育
て
る
、人
を
ケ
ア
す
る
人
に
な
ろ
う
！

進路の
ヒント

各地からの
レポート
一部HP等を基に編集
したものもあります。

ユニークな取組、充実の施設・設備を紹介各地からのレポート

（P12へ）

（P6から続く）
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地域とともに

　仏教の教えの中でも特に「四
し ぐ

弘
誓
せいがん

願」を建学の精神に掲げている
本学では「地域社会、市民に広く拓
かれた大学を実現すること」を目指
して、開学以来、教育・研究・社会
貢献を進めてきました。「四

し ぐ

弘誓
せいがん

願」
とは、他者の喜び（悲しみ）を自分
の喜び（悲しみ）とする心です。学
部も総合社会学と臨床心理学とい
う実学的な学問を基本にしています
から、教育の特色である“現場主義
教育”の充実のためにも、地域との
連携は欠かせないものでした。

　いまでこそ他大学でもめずらしく
なくなりましたが、大学内に地域と
の窓口となる“フィールドリサーチオ
フィス“を開設したのは8年前。キャ
ンパスのある宇治市と観光振興や
教育、文化などさまざまな分野での
包括連携協定を結んでからは5年
になります。宇治橋通り商店街に
はサテライトキャンパスを設けて、修
学旅行のサポートプロジェクト（「た
び旅」）や観光やまちづくりに関する
プロジェクト（「宇治☆茶レンジャー」
「商店街活性化隊 しあわせ工房 
CanVas」）など、学生団体が中心
に地域とともにさまざまなイベントや取
組を行ってきました。最寄り駅である
近鉄京都線・向島駅のある京都市
伏見区でも、伏見大手筋商店街に
サテライトキャンパスを設けて、子育
て支援などをテーマに地域の方々
の拠点になっています。
　今年3月には地域の活性化に向
けて、京都府と連携・協力する包括
協定を結びました。「日本茶・宇治
茶」のユネスコ世界文化遺産の登
録を目指した取り組みもすでに動き出
していますから、今後ますます連携
が活発になるのではと期待していま
す。

0才から80才まで
多様な人が集まるキャンパス

　キャンパス内にはライフデザイン、
食物栄養、幼児教育の3学科を有
する短期大学もあります。短期大学
開学50周年を記念して2010年に
開設された「子育て支援室 ぶんきょ
うにこにこルーム」は、月曜から金曜
の平日朝から夕方まで地域に開か
れています。0才児も含む未就園児

を中心とした親子の居場所になると
ともに、主に幼児教育や保育現場を
目指す学生たちの実践の場にもなっ
ています。
　2013年9月からは生 涯 学習の
一環として、「宇治市高齢者アカデ
ミー」を開校しています。対象は70
才以上ですが、1クラス20名ほど、
あわせて40数名の方々が週1回の
科目履修と月1回のゼミ活動を行っ
ています。科目履修では現役大学
生と机を並べて学びますから、学生
たちにもよい刺激になっています。

地域の核となる大学へ
大学COC事業に採択
ともいき人材を育成

　こうした地域とのつながりを重視し
た取り組みの積み重ねが評価され
たのだと思いますが、昨年度は文
部科学省の大学COC事業に京都
府内の私立大学として唯一採択さ
れました。2014年度に地域を志向
した「共同（協働）研究」を学内外
から募集したところ、合計11件の共
同研究プロジェクトが立ち上がりまし
た。2015年度は学内外から25件
の応募がありました。
　カリキュラムの作成では、「ともいき
力」＝KBU（京都文教大学）学士
力として、①社会的価値創造力、②
汎用的知力、③現場実践力、④自
己対峙力の育成を念頭に置きまし
た。具体的には、今年から1年次で
地域で学ぶ意義を知る「地域入門」
を必修に、2年次からは「プロジェク
ト科目（地域）」「地域ボランティア
演習」「地域インターンシップ」といっ
た地域科目を開設しています。3、4
年次はゼミや学生や教員の自主的

な活動等を通して地域に飛び出し
て、学びを深めてもらいます。
　「地域インターンシップ」のプレ版と
して、昨年「観光」「地域」をキーワー
ドにしたインターンシップを開講しまし
た。受け入れ先は宇治市役所、旅
館、旅行会社等が中心で、学生た
ちは大きく成長した姿を見せてくれま
した。
　なかでも印象的だったのが、世界
遺産平等院で観光案内と宇治茶カ
フェのインターンシップに参加した学
生です。彼は宇治で育ち、茶道の
心得もあり、まさに適任。地域で育
ち、地域で学び、そして地域社会で
活躍する「ともいき人材」の一つの
モデルではないでしょうか。地域に
根差し、地域社会で活躍できる人
材育成を目標に、今後も地域と協働
してさまざまな取り組みを進めていく
予定です。

来年、開学20周年を迎える京都文教大学。京都市内に比べて大学の少ない京都
府南部地域に短期大学とともにキャンパスを置き、地域連携活動に積極的に取
り組む大学として定評があります。平成26年度には文部科学省の補助事業、「地
（知）の拠点整備事業」に京都府内私立大学で唯一採択されました。地域の核と
して地域のニーズに応え、地域とともに学生を育てる京都文教大学の取り組みを
5回に亘ってレポートします。第1回は、これまでの事例や目指す人材像などにつ
いて、大学と地域、行政、企業、NPO団体などをつなぐ役割を担っているフィー
ルドリサーチオフィスの押領司哲也さんにお話しを伺いました。

0才から80才までが集うキャンパス
地域に育てられた学生が、地域を元気に

文
部
科
学
省 

平
成
26
年
度
「
地（
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拠
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整
備
事
業
」（
大
学
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事
業
）で
京
都
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立
大
学
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京都文教大学　
フィールドリサーチオフィス課長
押領司　哲也さん

シ
リ
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ズ

大
学
が
地
域
の
核
に
な
る

—

京
都
文
教
大
学
の
挑
戦

大学COC事業って？
　COCはCenter of communityの
略。文部科学省の補助事業で、大
学等が自治体を中心とした地域
社会と連携して、①大学は自らが
持つ“知”を地域再生・活性化のた
めに活用し、地域は“教育力”を大
学に還元することで好循環を創
出する、②地域課題を解決するた
めに全学的に取り組むことで、教
育カリキュラム・教育組織改革に
つなげる、③学外との交流の機会
が増えることで、大学と自治体・
地元企業等が協働しやすくなる
環境を整える、を目標に平成25年
度に52件、26年度に25件が選定
されている。補助期間は最大5年。

週に2 ～3回、「親子で英語リトミック」「絵本を楽しもう」といった催し
も行っている

地域のニーズや課題を見つけ出し、共同研
究や教育活動などへの橋渡しとすべく2月
18日に「京都府南部地域まちづくりミーティ
ングング～ともいき（共生）のまちづくり～」
を開催。学生、教員、地域の方々、行政、企
業、NPO団体などがそれぞれのテーマでディ
スカッションを行った

学生の自主活動団体「商店街活性化隊し
あわせ工房ＣａｎＶａｓ」の発表風景

市・ハミルトン市にある国立総合大学

ワイカト大学を主な研修先に、日本で

初めてと言われる、語学研修とキッズ

イングリッシュ・インターンシップを組み

合わせたプログラムを今夏より実施。

期間は夏休み期間の17日間。プロ

グラムの内容は、大学英語クラスで

の語学研修、現地小学校・幼稚園イ

ンターンシップ、現地観光などのアク

ティビティ。希望すれば全員が参加で

き、しかも奨学金として２０万円が貸

与されます（4年次まで在籍して卒業

すると返還免除）。

関西大学　
人間健康学部・
ユーモア学プログラム

　「こころ」「からだ」「くらし」を総合的

にとらえ、健やかでおおらかな生き方

をめざす教育と研究を行う人間健康

学部。スポーツと健康、福祉と健康の

２コースがあります。1年次には、ス

ポーツと福祉ユーモア研究の教員が

リレー方式で行う講義や導入演習等

を受講して、基礎的知識を習得し、そ

れぞれの興味関心に沿って選択する

コースを選びます。2年次にはその

コースの基礎演習を履修し、3年次

の専門演習、4年次の卒業演習と

一貫した少人数指導により、実践的

な能力を習得していきます。

　それらに加え、2014年度より新た

に「ユーモア学プログラム」を設け、

3年次より各自が所属するコースの

専門教育科目を履修しながら、さらに

新しい分野の学問領域へと学問的

関心を伸ばすことが可能となります。

「笑い」は健康への好影響が実証さ

れていますが、ユーモア学は文学、民

俗学、心理学、そして医学的な観点か

ら「ユーモア」についてアプローチし

ていきます。「ユーモア」を追究するこ

とで、固まった思考の枠を越え、新し

いアイデアを生み出す力を鍛えてほし

いという狙いもあります。

（P11から）

第1回
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P r o f i l e

京都大学大学院文学研究科博士課程
単位取得退学。文学修士。大阪市立
大学名誉教授。2013年より佛教大学
歴史学部特別任用教授。研究課題は
ビザンツ人の戦争観、ビザンツ貴族、女
性歴史家アンナ・コムネナ。“誰でもいつ
でも 学べる大学”をスローガンとした「仮
想（バーチャル）大学」をインターネット上
に開設、西洋史の研究方法やレポート
の書き方などを公開している。『私もでき
る西洋史研究』、『ビザンツ文明の継承
と変容』、『ビザンツ皇妃列伝』、『ビザン
ツ帝国』など著書多数。

佛教大学　歴史学部歴史学科
教授
井上　浩一 先生

みなさん、世界史の授業は面白いですか？　
高校で習う世界史は、いきおい西洋近代に焦点を合わせた、
しかも急ぎ足のものが多いようです。
井上浩一先生が専門に研究するビザンツは、
教科書的な歴史の本流からは少しはずれた部分です。
傍流とみなされている世界の歴史を学ぶ意義とは何でしょうか？　
歴史学を通して身につく力についても合わせて伺いました。

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。欧
米
諸

国
が
し
ば
し
ば
ロ
シ
ア
や
中

国
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
し
て
、

自
由
や
人
権
が
軽
視
さ
れ
て

い
る
と
批
判
す
る
の
も
そ
の

た
め
で
し
ょ
う
。

　

自
由
や
民
主
主
義
、
人
権

思
想
は
、
現
代
の
市
民
社
会

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の

と
、
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す

が
、
そ
の
歴
史
は
常
に
戦
争
と

切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
、
と
い
う
こ
と
に
も
注
意
が

必
要
で
す
。古
代
ギ
リ
シ
ア
の

「
市
民
」と
は
、
兵
士
に
な
れ
る

成
年
男
子
の
み
で
し
た
し
、
現

在
、
西
洋
文
明
の
最
先
端
を
ゆ

く
ア
メ
リ
カ
は
、「
自
由
の
た

め
に
戦
う
」
と
い
う
考
え
方
が

非
常
に
強
い
国
で
も
あ
り
ま

す
。実
際
、
戦
争
が
強
か
っ
た

か
ら
、
西
洋
近
代
は
覇
権
を
握

れ
た
と
も
い
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
皇
帝
独
裁
の
ビ
ザ

ン
ツ
は
平
和
を
愛
す
る
国
家
で

し
た
。と
い
う
よ
り
も
、と
て
も

戦
争
が
弱
か
っ
た
の
で
す
。そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
の
か
、

だ
か
ら
こ
そ
か
、
東
ロ
ー
マ
帝

国
が
1
0
0
0
年
間
も
続
い
た

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
現
在

の
日
本
を
見
る
と
、
自
由
と
民

西
洋
近
代
を

相
対
化
し
て
み
る

　

古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
か

ら
西
洋
近
代
へ
と
至
る
流
れ

は
、
政
治
的
に
は
自
由
と
民
主

主
義
、
人
権
思
想
の
発
展
で
あ

る
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。他

方
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
政
治
体
制
は

皇
帝
の
独
裁
で
す
。こ
れ
は
西

洋
近
代
の
価
値
観
か
ら
見
れ

ば
と
う
て
い
許
容
で
き
る
も

袋
小
路
の

裏
街
道
を
辿
る

　

私
が
専
門
に
研
究
し
て
い
る

の
は
東
ロ
ー
マ
帝
国
、
一
般
に

ビ
ザ
ン
ツ
と
呼
ば
れ
る
分
野
で

す
が
、
な
に
ぶ
ん
学
生
諸
君
に

は
あ
ま
り
馴
染
み
が
あ
り
ま
せ

ん
。そ
こ
で
、
初
回
の
授
業
で

は
、
ビ
ザ
ン
ツ
を
世
界
史
の
大

き
な
流
れ
の
中
で
捉
え
て
も
ら

え
る
よ
う
図
解
し
て
説
明
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
（
図
参

照
）。

　

古
代
に
繁
栄
し
た
ギ
リ
シ

ア
・
ロ
ー
マ
世
界
が
西
ロ
ー
マ

帝
国
と
東
ロ
ー
マ
帝
国
の
２
つ

に
分
裂
し
て
中
世
に
な
り
ま

す
。そ
の
一
方
で
あ
る
西
ロ
ー

マ
帝
国
を
源
流
と
す
る
西
洋
文

明
が
、
現
在
で
は
全
世
界
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
日
本

も
、
明
治
維
新
を
き
っ
か
け
に

こ
の
近
代
西
洋
の
世
界
に
加
わ

り
ま
し
た
。一
方
、東
ロ
ー
マ
帝

国
は
や
が
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
に

滅
ぼ
さ
れ
、
ロ
シ
ア
や
東
欧
の

文
化
に
あ
る
程
度
の
影
響
を
残

し
て
は
い
る
も
の
の
、
歴
史
の

表
舞
台
か
ら
は
消
え
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
歴
史
を
て
い
ね
い

に
見
て
ゆ
く
と
、
も
と
も
と
は

東
ロ
ー
マ
帝
国
こ
そ
が
ギ
リ
シ

ア
・
ロ
ー
マ
の
正
当
な
後
継
者

で
し
た
。そ
れ
が
な
ぜ
歴
史
の

傍
流
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
。一
つ
に
は
、西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

が
ル
ネ
サ
ン
ス
に
よ
っ
て
ギ
リ

シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
文
化
を
大
幅

に
取
り
込
ん
だ
か
ら
で
す
。そ

し
て
も
う
一
つ
は
、
近
世
以
降

主
主
義
の
国
で
あ
り
な
が
ら
も

同
時
に
平
和
を
根
本
理
念
に
掲

げ
る
と
い
う
点
で
、
歴
史
的
に

と
て
も
珍
し
い
体
制
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

人
が
あ
ま
り
注
目
し
な
い
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
は
、
本
流
と
さ

れ
る
西
洋
近
代
や
現
在
広
く
行

き
わ
た
っ
て
い
る
価
値
観
を
相

対
化
し
て
み
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

生
き
る
私
た
ち
に
は
、
世
界
全

体
を
見
渡
す
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
も
こ

の
よ
う
な
歴
史
の
学
び
方
は
お

お
い
に
役
立
つ
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で

身
に
つ
く
力

　

高
等
学
校
に
お
い
て
世
界

史
は
必
修
で
す
が
、
実
際
に
は

ご
く
一
部
だ
け
を
学
ん
で
済

ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な

く
な
い
よ
う
で
す
。ま
た
大
学

を
目
指
し
て
い
て
も
、
世
界
史

を
受
験
科
目
と
し
な
い
人
も

多
い
で
し
ょ
う
。し
か
し
、
大

学
に
入
っ
て
か
ら
本
格
的
な

歴
史
学
に
触
れ
た
い
と
思
う

な
ら
、
や
は
り
大
ま
か
で
あ
っ

て
も
構
い
ま
せ
ん
か
ら
、
古
代

か
ら
現
代
に
至
る
全
体
の
流

れ
は
ぜ
ひ
と
も
掴
ん
で
お
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
で
習
う
歴
史
と
大
学
で

学
ぶ
歴
史
は
、憶
え
る
歴
史
か
、

そ
れ
と
も
考
え
る
歴
史
か
と
い

う
点
で
大
き
く
違
い
ま
す
。大

学
で
は
史
料
を
も
と
に
自
分

な
り
に
考
え
、
仲
間
や
先
生
と

意
見
を
交
換
し
た
り
、
議
論
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。当

然
、
独
り
よ
が
り
で
は
だ
め
で

す
し
、
ま
た
考
え
る
た
め
の
土

台
と
な
る
知
識
も
必
要
で
す
か

ら
、
高
校
ま
で
の
学
習
が
無
駄

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

歴
史
を
学
ぶ
面
白
さ
は
、
自

分
た
ち
と
は
全
く
異
な
る
習

慣
や
文
化
を
持
つ
世
界
に
つ

い
て
知
る
こ
と
、
同
時
に
、
に

も
か
か
わ
ら
ず
そ
う
し
た
世

界
に
生
き
る
人
も
実
は
自
分

達
と
同
じ
人
間
で
あ
る
と
共

感
で
き
る
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
ま
さ
に
、
現
代
社
会
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
他
者
理
解
に

つ
な
が
る
の
で
す
。グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
展
し
、
様
々
な
文
化

的
背
景
で
育
っ
た
人
と
日
常

的
に
交
流
し
て
ゆ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
現
代
に
お
い
て
、

自
分
と
は
異
な
る
人
を
理
解

す
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
す
。

我
田
引
水
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
意
味
で
ビ
ザ
ン
ツ
は
格

好
の
素
材
を
提
供
し
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
、
特
に
卒

論
を
書
く
こ
と
を
通
じ
て
、
他

者
を
理
解
す
る
力
、
自
分
な
り

に
考
え
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
主

張
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

に
世
界
の
覇
権
を
握
っ
た
西
洋

社
会
に
よ
っ
て
「
近
代
へ
と
進

歩
し
て
い
く
歴
史
」
が
強
調
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。み
な
さ

ん
が
高
校
で
習
っ
て
い
る
世
界

史
で
も
、古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー

マ
か
ら
中
世
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

経
て
西
洋
近
代
に
至
る
部
分
が

歴
史
の
中
心
で
、
ビ
ザ
ン
ツ
の

歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
は
ご
く

わ
ず
か
し
か
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ビ
ザ
ン
ツ
は
い
わ
ば
歴
史

の
裏
街
道
、
し
か
も
や
が
て

滅
び
去
る
と
い
う
意
味
で
は

袋
小
路
で
す
。そ
こ
で
、
ま
ず

は
知
ら
れ
て
い
な
い
歴
史
を

知
っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
の
が

ビ
ザ
ン
ツ
を
学
ぶ
目
的
の
一

つ
と
な
り
ま
す
。

行き止まりの歴史には、
これからの時代を生きる鍵が

隠されている
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
、
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
が
求
め
ら
れ
る
中
、
基
礎
と
な
る
語
学
力
は
も
と
よ
り
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
に
加
え
、
人
間
の
幅
を
広
げ
る
教
養
を

深
め
る
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
中
で
も
、他
国
や
自
国
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、異
文
化
理
解
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
の
た
め
に
も
必
要
で
す
。

2
0
1
0
年
、日
本
初
、唯
一
の
歴
史
学
部
と
し
て
誕
生
し
た
佛
教
大
学
歴
史
学
部
。
そ
こ
で
教
え
る
先
生
方
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
文
化
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ

い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、な
ぜ
今
、歴
史
・
文
化
な
の
か
、歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
身
に
付
く
力
、高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
お
聞
き
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

佛
教
大
学
歴
史
学
部

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ロ
ー
マ
帝
国

西ローマ

東ローマ（ビザンツ）

ギリシア

ローマ

東欧・ロシア

西欧中世
ルネサンス
宗教改革
市民革命

現
代
世
界

西欧化日本

中国

ゲルマン人

世界史の流れ

第1回
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,
御園　真史
島根大学教育学部数理基礎教育講座准教授、　博士（学術）第44回

どうして
　　 を学ぶの ?数学 研究室公式ホームページ　http://misono-lab.info/

ツイッターID　miso_net
「同 値 関 係」とは

　みなさん、こんにちは。
　数学を学習すると、どんなことに役立つのかなとか、自分の
将来に関係あるのかなとか考えたことはありませんか？ 実際
には、数学は世の中で幅広く活用されていますし、数学を使っ
て解決できる問題もたくさんあります。また、もしかしたら、数学の
問題を解けることが数学だと思っているみなさんもいるかもしれ
ません。そこで、この連載では、「どうして数学を学ぶの？」と題し
て、毎回、数学に関する話題をとりあげていきますので、数学を
学習していくことを通して身につけるべき数学的な考え方とはど
のようなものなのだろうかということも考えてほしいと思います。
■「同値関係」とは
　新年度最初の号の今回は、「同値関係」についてとりあげた
いと思います。「同値関係」というのは、簡単にいうと、どれとどれ
を「同じもの」とみなすかを数学的に考えた概念です。
　例えば、トランプのカードを考えた場合、ハートのカードには、
A, 2, 3, …, 10, J, Q, Kというふうに、13種類の異なるカードが
ありますが、書いてある数は違ってもマークだけみれば同じハー
トのカードであるとみなすこともできます。このような種類分けと
いっても良いかもしれません。
　また、暦には、「曜日」という概念があります。1 年365日どの
日をとってみても、日曜日、月曜日、火曜日、水曜日、木曜日、金
曜日、土曜日のいずれかに分類することができます。例えば、
2015年6月1日、2015年6月8日、2015年6月15日はすべて同じ
月曜日で、他の曜日と区別できます。

　ここで、曜日を数で表してみましょう。日曜日を0、月曜日を1、火
曜日を2、…、土曜日を6と整数で置き換えていきます。そして、
2015年6月の日にちに注目してみます。すると、7日、14日、21日、
28日は日曜日で0、1日、8日、15日、22日、29日は月曜日で1 
といったふうに数値化できます。
　ここまで考えると何か気付くことはありませんか？　そうです。
実は、日にちを7で割った余りが曜日を表すと考えることができ
ます。1日と8日が、曜日という観点で同一視できることを一般化
して表現したものが1≡8 （mod 7） です。これは、「1と8は7
を法にして合同」といいますが、これは、7で割った余りについ
て着目すると、同一の余りをもつので、1と8は同一視するとい
う意味の式です。
■「同値関係」の数学的な定義
　改めて、「同値関係」の数学的な定義を簡単に紹介しましょ
う。ある集合Sにおいて、その2つの要素 a、bについて関係14
が次の条件を満たすとき、 ～はSにおける同値関係であるとい
います。
1） a ～ a
2） a ～ b 　ならば　b ～ a
3） a ～ b かつb ～ c 　ならば　a ～ c
1） の関係を反射律、2） の関係を対称律、3） の関係を推移
律といいます。
　例えば、Nを自然数全体の集合とするとき、8を7で割った
余りは1ですから、8≡8 （mod 7）を満たします。これは、8に

限らずどの自然数を考えても成り立ちますから、aをNの要素と
するとき、a≡a （mod 7） が成り立ち、1） の反射律は満たし
ます。
　また、a, bをNの要素とするとき、a≡b （mod 7） が成り立
てば、b≡a （mod 7） も成り立ちます（a を7で割った余りが、
bを7で割った余りと等しいことを仮定すれば、bを7で割った
余りはaを7で割った余りに等しいという結論を導けます）。つま
り、2） の対称律も満たします。
　もうくどくどと説明しませんが、a ≡b （mod 7） かつb≡ c 

（mod 7） ならば a≡ c （mod 7） も成り立ち、3） の推移律も満
たします。
　これらの3つの条件を満たすので、7を法にした合同関係

「≡」は、N における同値関係であるといえます。
■今までに習った同値関係
　実は、みなさんも、同値関係にあたる関係を既に学習してきて
います。例えば、最も身近なのは、等式で用いる「=」の関係で
す。= は上記3条件すべて満たすので同値関係です。
　また、図形の合同も同値関係です。図形の合同では、「形も
大きさも等しい図形」を同一視しています。
　さらに、図形の相似も同値関係です。この場合は、大きさは
違っても、「形が等しい図形」を同一視するという分類の仕方に
なっています。
　図形の合同も相似も上の3条件を満たしますね。確かめてみ
てください。

　看護師は、2002年まで一般的に

も法的にも看護婦と呼ばれていた。名

称が変更になった背景には、言葉の中

に含まれる性別役割固定や差別性の

是正（ポリティカルコレクトネス）がある。

そもそも、医療の領域は、性別をもとに

した偏見（ジェンダーバイアス）がかか

りやすいところだ。診療ー高度専門知

識ー高報酬ー社会的／主導的／理

知的／父的役割に対して、看護ー経

験的技量ー比較的低報酬ー家庭的

／補助的／情愛的／母的役割といっ

たイメージが付与されてきたし、歴史的

にみれば看護職は女性が担うものとし

て扱われていた。家庭での「母」になぞ

らえて患者の身体のお世話をすること

が看護だと思ってる人すらいる。また、

日本における看護教育制度の複雑さ

も、看護職を判り難くしている。なぜだろ

う。いや、看護とは、いったいどういうも

のなのか。

　著者は、看護がどのようなところから

はじまり、職業として形作られてきたかと

いうことから語りはじめる。ふつうの暮ら

しのなかで行なわれてきた看護は、家

父長制度や産業社会の価値観とすり

合わされながら、戦争や医療の要請に

従って制度化されて専門職として確立

される。その過程をおおざっぱにみるだ

けでも、社会に埋め込まれたジェンダー

バイアスがいかに強固なものであった

かが窺われる。また、労働内容や職環

境の厳しさも指摘される。しかし、一方

で、看護師は科学的裏付けを持った知

識と技術を要する専門職であることは

確かであるし、だからこそ経済的安定性

も含めて人気があり、病院だけではなく

さまざまな分野で活躍できる職業でもあ

る。

　「人間と人間の関係性—双方向性

によって成り立つ概念で、傾聴、支持、

共感等により全人格を受け入れる心の

ありよう」だとケアリングを位置づけ、看

護の究極的な目標だとも著者は言う。

そう、看護とは奥が深いのだ。日常業務

としてなされている看護のアイテムはた

くさんあるが、食べること、消化器官や

皮膚から排泄すること、呼吸すること、

姿勢を保つことといった生命維持に関

わる行為をまず支える。もちろん、理論

の上に立てられた技術ではあるが、それ

だけではない。人間にとって、食事は栄

養摂取のみならず楽しさや快さをもたら

している。生きるとは、生物的に生存し

ていること以上の豊かな意味合いに色

付けされたものだろう。そのことを理解し

ている看護は、患者を受動的な客体と

捉えずに、患者自らの生きる力を引き出

し励ますものとなる。患者一般ではなく

「その人」を観察し、ありふれた日常を

見直して意味を探り、組み直し、試行錯

誤しながら「その人」が生きることを支

え、たとえ動けないにしても生を弾かせ

躍動させるように傍らにいる。

　おそらく、看護というのは、される側す

る側ともに変化し、生きることを分かち

合う営みではないか。

川嶋みどり
岩波新書、2012年

看護の力

雑賀　恵子 大阪教育大学附属高等学校天王寺学舎出身。
京都薬科大学を経て、京都大学文学部卒業、京
都大学大学院農学研究科博士課程修了。大阪
産業大学他非常勤講師。著書に『空腹につい
て』（青土社）、『エコ・ロゴス　存在と食について』

（人文書院）、『快楽の効用』（ちくま新書）。

　前回お話したように、オランダ高等教育機関での転学・

転部は、これまでは実際に頻繁に行われていたが、ユーロ

危機後の財政緊縮策により、従来、規定就学最低年数

より長く受給できた政府支給奨学金（全員に受給資格が

ある）の期間が、規定就学最低年にまで縮減されたため、

現在では、転学・転学部によって新しい学科に新たに入

学すると最終学年まで奨学金を受給することができなくな

った。そのため現在では、専攻学科と学生の適性の間の

ミスマッチを事前に防止し、留年や転学・転学部を最小

限に抑えるため、学生自身の進路選択や、大学による入

学認定が厳正化される傾向にある。

　その一つの例が、医歯学部など、志願者の多い学部

での、これまでのくじ引き制を廃止しようという動きである。

元来、くじ引き制は、「学力だけでは、本人の学問や職業

への動機は計れない」という考え方から採用されたもの

で、かなり長い年月にわたって実施されてきた。しかしこの

数年間は、主に動機を審査するための論文審査や面接

で合否を決める入学枠を設ける大学が増えてきている。

なお、いずれの場合も、学力試験は行わない（ディプロマ

取得の段階で学力審査は済んでいる）。

　ミスマッチの防止は、学生の側の選択の問題としてだ

けではなく、中等教育におけるガイダンスや高等教育機

関による積極的回避も求められており、そのために、学科

選択を巡り、「高等教育における多様性の質維持法」と

いう新法が2013年7月10日に発布された。その主な

内容を紹介して、本稿を締めくくる。

1.2014年より入学希望者は志望学科を5月1日までに

登録しなければならず、大学が行う試験授業や面談に

参加することが義務付けられるが、9月1日までの期間

は志望学科を変更できる（最初の登録が5月1日より

遅れた場合には、同年の学科変更は原則として認めら

れない）。（＊オランダの大学の新学年は9月）

2.ホーヘスホールの第一学年単位取得者は、ウニヴェル

シテイトが提示する条件を満たせばウニヴェルシテイト

に編入できる。また、中等学校でVMBOを終了後、中

等職業教育（MBO）に進学してその課程を修了した

者は、ホーヘスホールが提示する条件を満たせばホー

ヘスホールに進学できる。

3.ホーヘスホールに属する初等教育教員養成（PABO）

に関しては、初等教育の質向上のため、初等教育で

教えられる科目について入学試験が行われる。

4.医学部・歯学部等、収容人数に限界があるためにくじ

引きで入学者を決めてきた学部・学科は、くじ引き制を

廃止する見込みだが移行期間についてはまだ定められ

ていない。 

オランダ社会・
教育研究家
リヒテルズ 直子さん

今年度からはいよいよ、東京大学の推薦入試、
京都大学の特色入試のための選考が始まりま
す。入試改革の着地点としてイメージのしやすい
ヨーロッパの事例として、オランダの大学進学シ
ステムの概要について、オランダ在住で、教育問
題、社会問題に詳しいリヒテルズ直子さんに寄稿
してもらいました。後編をお届けします（その１は
vol.113　8ページ参照）。

オランダの大学進学
大学入試改革を考える

P r o f i l e

1955年生まれ。九州大学大学院修了。専攻は比較教育学・社会
学。マレーシア、ケニア、コスタリカ、ボリビア在住を経て、96年よりオ
ランダ在住。夫はオランダ人。『オランダの教育－多様性が一人ひと
りの子供を育てる』『残業ゼロ授業料ゼロで豊かな国オランダ－日本
と何が違うのか』など著書多数。

その2

学科と学生の適性のミスマッチ防止のための対応策
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と
い
う
マ
ジ
ッ
ク
を
体
験
し
て
い
ま

す
。
無
事
コ
イ
ン
を
移
動
さ
せ
た
マ

ジ
シ
ャ
ン
は
、
「
一
度
も
手
に
触
れ

ず
、
コ
イ
ン
が
別
の
場
所
に
移
動
し

ま
し
た
」
と
い
う
セ
リ
フ
を
言
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
実
際
に
は
思

い
切
り
手
首
を
掴
ん
で
い
た
瞬
間
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
一
度
も

観
客
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
い

う
誤
っ
た
記
憶
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
こ
う
し
て
記
憶
を
改

ざ
ん
し
、
十
分
な
時
間
を
置
い
た
後

で
、
ス
リ
と
っ
た
腕
時
計
を
取
り
出

せ
ば
、
い
つ
行
っ
た
の
か
タ
イ
ミ
ン

グ
も
つ
か
め
ず
、
本
当
の
魔
法
に
見

え
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

こ
の
効
果
を
一
層
強
固
に
す
る

た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
が
、
催
眠
で

す
。
催
眠
を
使
え
ば
、
「
腕
時
計
が

一
瞬
で
消
え
て
別
の
場
所
に
移
動
す

る
マ
ジ
ッ
ク
」
な
ど
も
で
き
ま
す
。

方
法
は
単
純
で
、
上
記
の
プ
ロ
セ
ス

で
腕
時
計
を
ス
リ
と
っ
た
後
で
、
ま

だ
そ
の
事
に
気
づ
い
て
い
な
い
観
客

に
対
し
て
「
左
手
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
し

ま
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
ま
す
。

完
全
に
左
手
が
ポ
ケ
ッ
ト
に
隠
れ
た

と
こ
ろ
で
、
「
腕
時
計
を
し
て
い
る

感
触
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
、
観
客
に

暗
示
を
与
え
る
の
で
す
。
こ
の
時
点

で
は
既
に
腕
時
計
は
無
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
暗
示
に
反
応
し
や
す
い
観

客
で
あ
れ
ば
、
存
在
し
な
い
は
ず
の

腕
時
計
の
触
覚
を
感
じ
ま
す
。
そ
こ

で
「
腕
時
計
が
一
瞬
で
消
え
ま
す
」

と
い
う
暗
示
を
続
け
て
与
え
れ
ば
、

観
客
に
と
っ
て
は
「
そ
の
通
り
の
現

君の腕時計をスルリと！
マジック×催眠術×認知科学最前線
認知科学を駆使して、
腕時計をスリとろう！

P r o f i l e
1990生まれ。現在、東京大学
大学院総合文化研究科修士
課程に在学中。マジックや催眠
の認知科学をテーマとして研究
に取り組んでいる。栄光学園高
等学校出身。

漆原　正貴

　

自
分
の
腕
時
計
が
、
い
つ
の
間
に

か
ス
リ
と
ら
れ
て
し
ま
う
…
…
。
そ

ん
な
マ
ジ
ッ
ク
を
み
な
さ
ん
は
信
じ

ま
す
か
？　

財
布
や
携
帯
電
話
な
ら

ま
だ
し
も
、
常
に
肌
に
密
着
し
て
い

る
腕
時
計
を
ス
リ
と
る
の
は
、
不
可

能
な
よ
う
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
こ

れ
は
、
「
ウ
ォ
ッ
チ
ス
テ
ィ
ー
ル
」

と
言
わ
れ
る
、
マ
ジ
ッ
ク
の
世
界
で

は
と
て
も
メ
ジ
ャ
ー
な
技
術
の
一
つ

な
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
連
載
で
は
、
注
意
や

記
憶
、
催
眠
の
認
知
科
学
に
つ
い
て

解
説
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
こ

れ
ら
の
知
識
を
お
さ
ら
い
し
な
が

ら
、
ウ
ォ
ッ
チ
ス
テ
ィ
ー
ル
の
仕
組

み
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
が
腕
時
計
を

ス
リ
と
る
た
め
に
は
、
当
然
、
観
客

の
腕
に
触
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

い
き
な
り
手
首
を
つ
か
む
の
は
不
自

然
で
す
か
ら
、
例
え
ば
「
握
っ
た
手

か
ら
コ
イ
ン
が
消
え
ま
す
」
な
ど
何

か
別
の
マ
ジ
ッ
ク
を
行
い
な
が
ら
、

相
手
に
コ
イ
ン
を
握
ら
せ
る
動
作
の

中
で
さ
り
げ
な
く
腕
時
計
に
触
れ
ま

す
。
少
し
練
習
を
す
れ
ば
、
片
手
だ

け
で
相
手
の
腕
時
計
を
外
す
こ
と
は

簡
単
に
で
き
ま
す
。
難
し
い
の
は
、

外
し
て
い
る
間
に
観
客
に
気
付
か
れ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
仮
に

最終回

象
」
が
起
こ
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
「
腕

時
計
を
ス
リ
と
る
」
と
い
う
一
見
し

て
不
可
能
に
思
え
る
こ
と
も
、
複
数

の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
、
そ
の
都
度
人

間
の
認
知
の
仕
組
み
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
現
実
に
可
能
だ
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
は
こ
こ

で
ご
紹
介
し
た
以
上
に
、
細
か
い
認

知
の
仕
組
み
を
い
く
つ
も
組
み
合

わ
せ
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
腕
時
計
を
ス
リ
と
る
と
こ
ろ

で
、
「
握
っ
た
手
か
ら
コ
イ
ン
が
消

え
る
」
と
い
う
マ
ジ
ッ
ク
を
同
時
に

行
う
と
い
う
例
を
挙
げ
ま
し
た
。
実

際
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
が
腕
時
計
を
ス
リ

と
ろ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
観
客
に

腕
時
計
を
つ
け
て
い
る
方
の
手
を
強

く
握
ら
せ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま

す
。
私
は
こ
の
事
実
に
着
目
し
て
実

験
を
行
い
、
「
手
を
握
り
し
め
て
い

る
と
、
手
首
に
与
え
ら
れ
た
触
覚
刺

激
に
注
意
が
向
き
に
く
く
な
る
」
と

い
う
こ
と
を
初
め
て
発
見
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
経

験
的
な
知
識
に
着
目
し
て
研
究
を
行

う
こ
と
で
、
認
知
科
学
の
新
し
い
知

見
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
よ
く

あ
る
の
で
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
マ
ジ
ッ
ク
を
テ
ー

マ
に
し
た
認
知
科
学
研
究
の
多
く

は
視
覚
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
し
か
し
今
回
取
り
上
げ
た

ウ
ォ
ッ
チ
ス
テ
ィ
ー
ル
な
ど
は
、
決

し
て
「
視
線
を
逸
ら
す
」
だ
け
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ジ
ッ
ク
の

世
界
に
は
、
触
覚
や
聴
覚
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
感
覚
を
騙
す
ト
リ
ッ
ク
が

い
く
つ
も
存
在
し
ま
す
。
こ
う
し
た

マ
ジ
ッ
ク
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
認

知
科
学
は
さ
ら
に
進
歩
し
て
い
く
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
連
載
で
は
「
マ
ジ
ッ
ク
」
を

テ
ー
マ
に
、
認
知
科
学
と
い
う
学
問

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
た
ま
た
ま
マ
ジ
ッ
ク
を
取
り

上
げ
ま
し
た
が
、
何
を
切
り
口
に
す

る
か
は
研
究
者
に
よ
っ
て
様
々
。
一

見
難
し
そ
う
に
見
え
る
学
問
で
も
、

そ
の
出
発
点
は
日
常
の
世
界
に
も
転

が
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
、
自
分
の
親
し
ん
で
い
る
分

野
で
、
新
し
い
学
問
の
芽
を
発
見
し

て
み
て
く
だ
さ
い
（
終
わ
り
）
。

ス
リ
と
る
瞬
間
を
ハ
ン
カ
チ
で
隠
し

た
と
し
て
も
、
も
し
観
客
の
注
意
が

左
手
の
時
計
に
ず
っ
と
向
け
ら
れ
て

い
れ
ば
、
目
で
見
て
い
な
く
て
も
、

感
触
で
「
何
か
変
な
こ
と
を
し
て
い

る
」
と
バ
レ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

で
用
い
る
の
が
、
「
注
意
」
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
で
す
。

　

観
客
の
左
手
の
腕
時
計
を
ス
リ
と

ろ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
マ
ジ
シ
ャ

ン
は
「
左
手
に
握
っ
て
い
る
コ
イ
ン

が
移
動
し
ま
す
」
と
言
い
な
が
ら
、

観
客
の
も
う
片
方
の
右
手
や
、
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
グ
ラ
ス
な

ど
、
全
く
別
な
と
こ
ろ
を
見
ま
す
。

す
る
と
、
観
客
の
注
意
も
そ
れ
に
つ

ら
れ
て
そ
ち
ら
の
方
向
に
向
け
ら
れ

ま
す
。
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
に
、
腕
時

計
を
こ
っ
そ
り
外
し
て
し
ま
う
の
で

す
。
こ
こ
で
は
、
「
右
手
を
見
て
下

さ
い
」
な
ど
の
言
葉
で
は
な
く
、
視

線
を
使
っ
て
注
意
を
逸
ら
し
て
い
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
第
2
回
の
連

載
で
解
説
し
た
よ
う
に
、
「
視
線
に

注
意
が
つ
ら
れ
る
」
と
い
う
現
象
は

無
意
識
に
起
こ
る
こ
と
を
思
い
出
し

て
下
さ
い
。

　

さ
て
、
無
事
に
腕
時
計
を
ス
リ
と

れ
た
と
し
て
、
次
に
行
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
は
「
マ
ジ
シ
ャ
ン
が
腕

時
計
に
触
れ
た
」
と
い
う
記
憶
を
無

く
す
こ
と
で
す
。
こ
の
ま
ま
す
ぐ
に

腕
時
計
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
も
、
勘
の
良
い
観
客
な
ら
、

「
さ
っ
き
コ
イ
ン
を
消
す
と
い
っ
て

手
首
を
握
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
と

き
に
ス
リ
と
っ
た
に
違
い
な
い
」
と

す
ぐ
推
測
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
記
憶
を
改
ざ
ん
し
ま

す
。
鍵
に
な
る
の
が
、
記
憶
の
話
の

中
で
出
て
き
た
「
事
後
情
報
効
果
」

で
す
。

　

マ
ジ
シ
ャ
ン
か
ら
す
れ
ば
「
腕
時

計
を
ス
リ
と
る
」
と
い
う
大
仕
事
を

終
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
間
、

観
客
は
「
左
手
か
ら
コ
イ
ン
が
消

え
て
、
別
の
と
こ
ろ
か
ら
現
れ
た
」

仲間をみつける
　高校生の時に作曲の仕事を始めて以来、私には
大切にしている活動がある。ラジオのパーソナリティ。
高校3年生から今まで、約10年間続けているラジオの
パーソナリティとしての活動は、言葉や音楽を通じてコ
ミュニケーションをとる面白さを教えてくれるだけではな
く、リスナーさんの声を聞き、日本のどこかで同じ時間を
共有する沢山の人の「今」も教えてくれている。
　現在私がパーソナリティを務めるラジオ番組は夜
11時からということもあり、中学生、高校生などの受験
生や、大学生からメッセージをもらうことが多い。「部活
頑張ってるんですが、勉強も頑張りたいです。両立っ
て、どうするんですか？」や「英語の、すぐ使えるかっこ
いいフレーズ、教えてください！」というメッセージなどが
多い中、「友達ができない」、「新しい環境で、どうやっ
て友達を作ればいいかわからない」という内容のものも
頻繁にもらう。そんなメッセージを読む時、自分ははたし
てどうやって友達を作ったのだろうと、考える。
　私は、「グループ行動」がとても苦手だった。同じ「グ
ループ」の誰かが職員室に行くと言えば、一緒につい
て行く。誰かが授業に遅刻をしそうになれば一緒に遅
刻をする。私の遅刻には何の意味があるのだろう。そ
んな事を考え始めた中学2年の頃には「グループ」に
私の居場所はなくなっていた。ちょうどその頃、新しい高
校のシステムに早めに慣れた方がいいからという理由
で、中高一貫の学校に転校した。
　新しい学校でも、同級生はみんなどこかの「グルー
プ」に属していた。困った！やはりここも同じ状況だった
のか。「グループ行動」が苦手でも、もちろん友達が欲
しかった私は、どこかのグループに馴染もうと、試みた。
まず、バスケ部に入ってみた。部活の最中はある程度
新しい同級生と話せるようになったが、バスケに夢中に
なり過ぎたせいか、競技にだけ没頭し、「スポーツグルー
プ」には入りそびれた。放課後の勉強会に出てみた。
勉強についていけないだけでなく、休み時間の会話の
内容にもついていけず、断念。さらには帰宅部とバスケ
部は兼部できないため、こちらも断念。
　友達を作る難しさに直面していた時、一人の同級生
と帰りのバスでばったり会った。彼女も私と同じような
転校生だったが、もうすでにグループに入っていた。話
し始めると新しい環境で感じる不安など理解し合えるこ
とが多く、意気投合した。
　彼女とはそれ以来、定期的に会話をするようになっ
た。内容は、特に、お互いの「夢」について。私は音楽

家になりたいと話し、彼女は小説や映画に携わる仕事
をしたいと、教えてくれた。授業で隣に座ることになっ
たスウェーデンからの転校生とも、同じようにお互いの

「夢」について語り合うようになり、打ち解けた。私は
相変わらずグループには属していなかったが、徐々にク
ラスメイトとの会話が増えていった。
　どんな夢を持っているのか。私にとっての友達を作る
ためのキーワードは、その相手と四六時中一緒にいる
ことではなく、その人がどんなことに興味があるのかを知
ることだと気付いた。
　「夢」を通して打ち解けた仲間たちは、今も相変わら
ずその夢を追いかけている。小説や映画に携わりたい
と言った友人は、アメリカで邦画を広めるため流通の
仕事をしている。スウェーデンから転校してきた友人は、
現在は香港の小学校で、当時から話してくれた「先生」
の仕事をしている。会えるのは一年に数回程。それで
も、相変わらずお互いの「夢」を応援し、いつでも相談
し合える仲間だと感じる。
　友達の作り方は人それぞれ違うのだと思う。何か共
通点を見つけた時に、この人と一緒にいると面白いな、
と人は感じて、打ち解けていくのだと思う。そして、相手
を知れば知るほど、面白いと感じる可能性が増えるか
ら、友達になるチャンスも増えるのではないだろうか。

東京・ジャパン、グローバル

P r o f i l e

（1988年 東京生まれ）抜群の歌唱力とポップなソングライティン
グが高い評価を受け、2009年avexから「I WILL」でメジャーデ
ビュー、創作活動やライブ活動の他、TV（NHK-BS「J-MELO」）
ラジオ（NACK5「GOLDEN 4 EGGS」etc.）の音楽番組に出演
などマルチに活躍。 2013年春からは海外の音楽家とのコラボ
作品を多数制作、「Beyond the Moon」「Whispers」他が英国
のレーベルから、「Waiting For You」「Sail Again」他がスウェー
デンのレーベルから続 と々リリース。昨年9月には「Once More」
と「Monday Night」が収録されたアルバム「Impressionism」
が<Beatport>のTRANCEチャートで1位を獲得。最新アルバム

「Break the Light」（日本語版「Yoru Wo Koete」も収録）は5
月4日<iTunes>等よりリリース。日本で最もグローバルなシンガーと
しての活動を展開。早稲田大学大学院在学中。
最新情報は<Ai Takekawa [Official] Facebook>等にて 

新しい風、発見や感動を自分の力に

武川 アイ

第2章
第1回

３歳違いの姉妹の母です。高校２年生の下

の娘のことでご相談があります。思い起こせ

ば小学校の５年ごろから、今に至るまで、わたくしに対

する反抗期が続いております。主人は大手電機メー

カーのサラリーマンで、私は自分の趣味のためパート

の仕事を週２，３日している普通の専業主婦です。

　どうしてこんなにも私とあわないのか、全くわかりま

せん。娘２人、わけへだてなく接してきたつもりです。た

だ姉の方が、何をやってもそつなくこなし、私と揉めた

ことはありません。部屋のかたづけ、食事の場所や服

選びなど、ちょっとした場面での食い違いから言い争

いは日常茶飯事です。最近家族内の恐ろしい事件を

耳にするたび、もしかしてうちも、と本気で心配してしま

います。わたしの育て方が間違っていたのでしょうか。

出口の見えない迷路で右往左往している自分が惨め

です。

お嬢さんとの確執は、母親であるご自分自身を

全否定されているようで、さぞおつらいでしょう。

それにしても、反抗期にしてはちょっと長いですね。

　娘にとっても母との関係は、生き方を支配してしまう

ほど強い影響力があると思います。あくまでも私見で

すが、特に幼小期、母と良好な関係の下に育った女

性は、大人になり恋愛場面等においても安定した対

応ができるのですが、長い間、愛されているという実感

をもてず、孤独感の中で育った子は、寂しさを通り越し

た逆恨みや虚しさに支配され、それを埋めるために男

性に表面的な優しさを求めたり、自分を傷つけてしまう

といった行動をとる傾向が強いようです（もちろんす

べてがそういうわけではありませんが）。

　また６０歳をすぎても、幼ない頃の母の言動を許せ

ず、引きずっている女性の訴えもよく聞きます。それほ

ど、母娘の関係はこじれると難しい。すべてのベース

でもあるため、その上に、教育や仕事を通じてどんな

に上質な後天的事象が積み上げられたとしても、砂

上の楼閣のごとくもろく、事あるごとに満たされない心

が顔をだしてくるという印象です。ご相談者の場合、５

年生までの関係は良好だったでしょうか？

　また、２人姉妹の場合、往々にして姉がしっかりし

ている、良い子の場合が多く、そんな母のきまり文句

は「一度も比較したことがないのですが・・」です。し

かし大事なのは、お子さん自身がどう感じたか。いつ

も優秀な姉に劣等感を持ちながら親は自分などかわ

いくないに決まっている！という膨らんだ被害妄想か

ら、姉も母も憎む感情が育ってしまうのかもしれませ

ん。「あなたはあなたなのだから無理しなくていいのよ」

と、一度も優秀な姉のように頑張れと言われなかった

とから、母を憎むパターンもありました。このようなケー

スはご相談者さんに限ったことではありませんから、そ

んなに落ち込む必要はないと、まず大きく構えてくださ

い。過去の対応を後悔する必要はありません。ただこ

れからは、何事も妹から聞くことだけは徹底しましょう。

　そしてもう１つ、偶然かもしれませんが、どのケース

も母は、専業主婦で、良妻賢母にみえる方ばかりでし

た。多分、娘の場合、母に家庭内価値よりも、社会的

な価値、尊敬を求めるようです（男子は別です）。現代

は、家事が完璧な主婦だけでは尊敬の対象にはなら

ないのかもしれませんね。

　専業主婦やパートがいけないわけではありません。

収入の大小より、社会で役に立っているのか、多少、

家のことが犠牲になっても、何の仕事であれ、誇りを

もち輝いている時間をもっているのか、また、その収入

が家庭の役に立っているか等、娘は、女の目で、厳し

くひそかに評価しているのではないでしょうか。

　適度に忘れたり（忘れたふりでもいい）、「ま、いい

や」といい加減なふりができるように心に余裕をもつ

こと。母であっても人間としての筋を通すこと、誰かの

ためだったという言い訳は言わず、偽善や体裁を繕う

ためからでなく、本音を吐露する勇気をもつことが大

事です。他人を変えることは無理ですが、自分が変わ

るためには、他人と過去が必要です。自分の言動が

変われば、相手も変わってくるものです。育児とは忍

耐を学べる機会。応援しています。

P r o f i l e

異分野から工学の世界に入り、感情・表情・脳と癒し
をテーマに北岡オリジナル癒し工学を提唱。工学、医
学、芸術、心理学、環境学、社会学、宗教人類学の新
学際研究に従事している。08年12月に日本機械学
会計算力学部門に「癒し工学研究会」を設立。09
年、東京工業大学において博士（工学）を取得。日本
機械学会、感性工学会、日本早期認知症学会、脳電
位学会会員。2011年日本機械学会 ｢癒し工学研
究分科会｣ 主査。東京工業大学大学院助教を経て、
2015年4月より現職。青山学院高等部出身。

日本文理大学　特任教授
北岡　哲子先生

哲
子
の

相
談
室
相談

回答

連
載
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改
革
の
背
景
と

改
革
へ
至
る
経
緯
　

　

国
立
大
学
が
法
人
化
さ
れ
今

年
で
ち
ょ
う
ど
12
年
。以
来
、国

立
大
学
は
自
律
的
、
自
主
的
な

環
境
の
下
で
６
年
ご
と
に
中
期

目
標
・
中
期
計
画
を
定
め
個
性

化
へ
の
道
を
歩
ん
で
き
ま
し

た
。

　

現
在
は
第
一
期
の「
始
動
期
」

を
経
て
、「
改
革
を
本
格
化
」さ

せ
る
第
二
期
で
、
来
年
度
（
平

成
28
年
度
）
に
始
ま
る
第
三
期

中
期
目
標
期
間
へ
向
け
た
改
革

加
速
期
間
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
（
平
成
25
年
か
ら
27

年
）。平
成
25
年
11
月
に
策
定
さ

れ
た「
国
立
大
学
改
革
プ
ラ
ン
」

（
以
下
改
革
プ
ラ
ン
）で
は
、
第

三
期
に
は
、「
各
大
学
の
強
み
・

特
色
を
最
大
限
に
生
か
し
、
自

ら
改
善
・
発
展
す
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続

的
な“
競
争
力
”を
持
ち
、
高
い

付
加
価
値
を
生
み
出
す
国
立
大

学
」を
目
指
す
と
さ
れ
、こ
こ
で

「
世
界
最
高
の
教
育
研
究
の
展

開
拠
点
」、「
全
国
的
な
教
育
研

究
拠
点
」、「
地
域
活
性
化
の
中

核
的
拠
点
」
と
い
う
３
つ
の
機

能
強
化
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

改
革
プ
ラ
ン
で
は
さ
ら
に
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、「
強

み
・
特
色
の
重
点
化
」、「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
」、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
」、「
人
材
養
成
機
能
の
強

化
」と
い
う
４
つ
の
視
点
か
ら
、

①
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

教
育
研
究
組
織
づ
く
り
、
②
国

踏
ま
え
選
定
し
ま
す
。平
成
29

年
度
以
降
は
、
取
組
構
想
の
内

容
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
る
評
価

指
標
等
を
基
に
、
基
本
的
に
は

単
年
度
ご
と
に
進
捗
状
況
等
を

評
価
し
、
そ
れ
を
翌
年
度
の
重

点
支
援
部
分
に
反
映
さ
せ
る
予

定
で
す
。

　

学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
改
革
で
は
、「
学
長
の
裁
量

に
よ
る
経
費
（
仮
称
）」
と
し
て

現
在
の
区
分
で
言
う
一
般
運
営

費
交
付
金
対
象
事
業
費
の
中
に

新
た
に
区
分
し
ま
す
。※
1

　

ま
た
今
回
の
改
革
で
は
、
国

立
大
学
の
財
務
を
支
え
る
も
う

一
方
の
柱
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る

科
研
費
な
ど
の
競
争
的
研
究
費

（
競
争
的
資
金
）
に
つ
い
て
も
、

間
接
経
費
※
２
の
措
置
対
象
を

拡
大
す
る
な
ど
改
善
し
、
一
体

的
に
改
革
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
改
革
に
対
し
て
、
例

え
ば
重
点
支
援
①
を
選
ぶ
と
世

界
水
準
の
研
究
が
見
え
に
く
く

な
り
、
そ
れ
に
魅
力
を
感
じ
て

き
た
受
験
生
が
集
ま
ら
な
く
な

る
の
で
は
と
危
懼
す
る
大
学
も

出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、

３
つ
の
枠
組
み
は
あ
く
ま
で
も

予
算
上
の
配
分
の
仕
組
み
で
あ

り
、
決
し
て
レ
ッ
テ
ル
貼
り
で

は
な
い
こ
と
、
こ
の
改
革
は
大

学
の
多
様
性
、
特
色
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ

の
促
進
を
支
援
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
名
称
も
、《
重
点
支
援

①
、
②
》な
ど
と
し
、
誤
解
を
生

ま
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま

す
。い
ず
れ
の
重
点
支
援
の
枠

組
み
を
選
ん
だ
と
し
て
も
、
自

ら
の
強
み
を
活
か
し
て
世
界
的

な
教
育
研
究
拠
点
を
目
指
す
構

想
が
あ
れ
ば
、
そ
の
構
想
を
出

し
て
も
ら
え
ば
い
い
。ま
た
枠

加
速
す
る国立

大
学
改
革

国立大学改革プラン、
ミッションの再定義から、
さらなる機能強化へ

加
速
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
少
子
化
、高
齢
化
に
よ
る
生
産
人
口
の
減
少
。
そ
う
し
た
中
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
や
日
本
の
国
際
競
争
力
を
高

め
る
研
究
力
の
源
泉
と
し
て
、
ま
た
こ
こ
へ
来
て
は
地
域
の
未
来
創
造
と
、
大
学
に
対
す
る
期
待
は
高
ま
る
一
方
で
す
。
同
時
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
少
子
化
は
大
学
自
身
に
も
大
き
な
変
革
を
求
め
て
い
ま
す
。
2
0
1
8
年
問
題
、そ
の
先
の
新
テ
ス
ト
へ
の
移
行
な
ど
の
現
実
的
な
課
題
も
あ
り
ま
す
。
や
や
時
代
が
か
っ

た
言
葉
を
使
え
ば
、今
や
日
本
の
大
学
の
再
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
道
筋
に
つ
い
て
様
々
な
側
面
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

組
み
自
体
、
決
し
て
固
定
的
な

も
の
で
な
い
と
も
お
伝
え
し
て

あ
り
ま
す
。大
事
な
の
は
、大
学

自
身
が
何
に
重
点
を
置
き
、
そ

れ
を
ど
う
受
験
生
、
高
校
へ
発

信
し
て
い
く
か
な
の
で
す
。

　

国
立
大
学
に
対
す
る
社
会
の

風
当
り
は
マ
ス
コ
ミ
、
産
業
界

を
含
め
て
予
想
以
上
に
厳
し

い
。税
金
を
投
入
す
る
以
上
は
、

人
材
育
成
な
の
か
研
究
な
の

か
、地
方
創
成
な
の
か
な
ど
、貢

献
の
形
と
、
そ
れ
に
向
け
た
大

学
自
身
の
改
革
の
姿
勢
を
は
っ

き
り
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
に
来
て
い
る
と
思
い
ま

す
。わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、総
額
確

保
を
最
優
先
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
、
大
学
の

改
革
努
力
を
し
っ
か
り
訴
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
方
大
学
か
ら
は
、
新
し
い

学
部
構
想
な
ど
、
す
で
に
改
革

へ
向
け
て
の
積
極
的
な
動
き
も

出
て
い
ま
す
（
表
２
）。た
と
え

P r o f i l e

1984年文部省入省、2008年高等教育局大
学振興課長、2009年高等教育局高等教育
企画課長、2013年大臣官房審議官（初等中
等教育局担当）、2014年大臣官房審議官（高
等教育局担当）

文部科学省大臣官房審議官
（高等教育局担当）
義本　博司さん

ク
も
行
い
、
そ
の
結
果
を
学
内

予
算
等
の
配
分
に
反
映
さ
せ
る

と
い
う
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

を
確
立
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
た
か
ら
で
す
。

財
務
の
根
幹
を
改
革

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
こ
の
方

向
性
を
さ
ら
に
進
め
、
学
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
改
革

の
促
進
も
加
え
、機
能
強
化
、大

学
改
革
に
取
り
組
む
大
学
に
対

し
て
、
運
営
費
交
付
金
を
重
点

配
分
す
る
予
定
で
す
。

　

機
能
強
化
の
促
進
で
は
、
ま

ず
す
べ
て
の
大
学
に
、
こ
の
夏

頃
ま
で
に
、
以
下
の
よ
う
な
重

点
支
援
の
枠
組
（
表
1
）
か
ら
、

そ
の
一
つ
を
選
ん
で
も
ら
い
ま

す
。そ
の
後
、各
大
学
に
は
そ
れ

に
対
し
て
取
組
構
想
を
提
案
し

て
も
ら
い
、
有
識
者
の
意
見
を

際
水
準
の
教
育
研
究
の
展
開
、

積
極
的
な
留
学
生
支
援
、
③
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
、
理
工

系
人
材
の
戦
略
的
育
成
、
④
人

事
・
給
与
シ
ス
テ
ム
の
弾
力
化
、

⑤
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
強
化
、

と
い
う
５
つ
の
方
策
が
欠
か
せ

な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
と
各
大
学
と
で
は

こ
れ
を
受
け
て
、「
社
会
の
変
化

に
対
応
で
き
る
教
育
研
究
組
織

づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
、
各
大

学
の
強
み
・
特
色
・
社
会
的
役
割

等
を
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

明
ら
か
に
す
る
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
再
定
義
」を
、行
っ
て
き
ま
し

た
。そ
の
上
で
平
成
26
年
度
か

ら
は
、
そ
れ
に
沿
っ
て
機
能
強

化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
大
学

に
対
し
て
、
運
営
費
交
付
金
の

一
部
を
重
点
配
分
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。運
営
費
交
付
金
は

元
々
、
法
人
化
し
た
国
立
大
学

に
対
し
て
、
各
大
学
が
教
育
研

究
活
動
等
に
支
出
す
る
費
用
か

ら
授
業
料
等
の
収
入
を
引
い
た

残
り
の
不
足
分
を
補
充
す
る
も

の
で
、
各
大
学
の
運
営
費
交
付

金
の
額
は
、
概
ね
教
職
員
数
や

学
生
収
容
定
員
数
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
、
し
か
も
人
件
費
を
中

心
に
使
途
も
特
に
限
定
さ
れ
な

い
も
の
で
す
。そ
こ
へ
各
大
学

の
機
能
強
化
の
た
め
の
重
点
配

分
の
仕
組
み
を
導
入
し
た
の

は
、
第
三
期
中
期
目
標
期
間
を

見
据
え
、
教
育
研
究
組
織
や
学

内
資
源
配
分
を
恒
常
的
に
見
直

す
環
境
を
生
み
出
す
こ
と
で
、

各
大
学
が
改
革
の
実
現
状
況
を

可
視
化
す
る
と
と
も
に
チ
ェ
ッ

ば
宮
崎
大
学
の
地
域
資
源
創
成

学
部
。農
業
県
宮
崎
で
は
、６
次

産
業
化
を
図
る
に
は
、
農
業
に

つ
い
て
理
解
し
な
が
ら
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
も
で
き
る
人
材
が
求

め
ら
れ
ま
す
。こ
こ
に
は
、雇
用

や
、
地
域
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
つ

な
が
る
教
育
を
目
指
す
と
い
う

強
い
意
欲
が
見
て
取
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
研
究
重
視
の
大
学
に

は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
大
学
に
伍

す
た
め
に
そ
の
機
能
を
一
層
強

化
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。特
に
旧
帝
大
と
呼
ば

れ
る
と
こ
ろ
は
、
た
く
さ
ん
の

教
員
を
抱
え
、
運
営
費
交
付
金

も
多
く
、
財
務
構
造
そ
の
も
の

か
ら
し
て
他
の
大
学
と
は
か
な

り
違
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
意

識
し
た
改
革
を
進
め
て
も
ら
う

と
と
も
に
、国
と
し
て
も
、当
然

そ
れ
に
見
合
っ
た
配
分
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
※
１　

運
営
費
交
付
金
に
は
、
一
般
運

営
費
交
付
金
、特
別
運
営
費
交
付
金
、特

殊
要
因
運
営
費
交
付
金
、
附
属
病
院
運

営
費
交
付
金
が
あ
る
。

※
2　

競
争
的
資
金
を
獲
得
し
た
研
究

機
関
又
は
研
究
者
の
所
属
す
る
研
究
機

関
に
対
し
、
研
究
実
施
に
伴
う
研
究
機

関
の
管
理
等
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、

研
究
に
直
接
的
に
必
要
な
経
費
（
直
接

経
費
）
の
一
定
比
率
で
配
分
さ
れ
る
経

費
。競
争
的
研
究
費
の
う
ち
、間
接
経
費

が
措
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
競
争
的
資

金
と
し
て
い
る
。（
文
科
省
に
よ
る
）

問
わ
れ
る
大
学
の

経
営
力
と
情
報
発
信
力

　

こ
の
よ
う
な
改
革
を
進
め
る

上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
大
学

第
1
回年度も変わり、国立大学にとって、

2004年に始まる法人化に伴う改革の
次のステージの形が明らかになってき
ました。中でも86大学がそれぞれに持
つ強み・特色を発揮するために、3つの
重点支援の枠組みから一つを選び機能
強化を促進しようという取組は、経営の
根幹である財務面に本格的に切りこむ
ものとして注目されています。主導す
る文部科学省にあって高等教育を担当
する義本博司官房審議官に、構想とそ
の狙い、理念などについてお話しいた
だきました。

大
学
再
生
へ
の
道

の
経
営
力
。こ
れ
を
支
え
る
の

が
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
強
化

で
、
昨
年
に
は
そ
の
た
め
の
法

整
備
が
行
わ
れ
、
今
春
か
ら
は

制
度
的
基
盤
が
整
備
さ
れ
ま

す
。学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
学
内
に
お
け
る
意
思
決

定
過
程
の
明
確
化
や
透
明
化
を

一
層
図
り
や
す
く
す
る
の
が
狙

い
で
す
。

　

学
長
を
中
心
に
し
た
執
行
部

は
、
研
究
の
自
由
は
最
大
限
守

り
な
が
ら
、
人
材
育
成
と
新
し

い
価
値
を
生
み
出
す
学
問
の
創

出
な
ど
、
全
体
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
に
力
を
入
れ
る
。国
立
大
学

の
運
営
は
、
一
般
の
企
業
経
営

と
は
使
命
も
違
い
ま
す
し
、
別

の
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
国

立
大
学
法
人
が
安
定
的
な
運
営

を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
運

営
費
交
付
金
だ
け
で
な
く
、
自

己
収
入
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の

取
組
等
を
併
せ
て
進
め
、
法
人

運
営
に
係
る
財
源
の
多
元
化
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
人
文
・
社
会
科
学
系
に

多
い
、
外
部
資
金
の
獲
得
が
難

し
か
っ
た
り
、
論
文
の
量
産
が

困
難
で
あ
っ
た
り
と
い
う
学
問

分
野
へ
の
配
分
も
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。明
確
な
戦
略
の

下
に
、
た
と
え
ば
哲
学
は
残
し

た
い
と
い
う
こ
と
な
ら
、
運
営

費
交
付
金
だ
け
で
な
く
授
業
料

収
入
や
外
部
資
金
等
も
含
め
た

大
学
の
総
収
入
の
中
か
ら
そ
こ

へ
資
金
を
回
し
て
守
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。ア
メ
リ
カ
で
も
、

外
部
資
金
の
取
れ
な
い
学
問
分

野
に
は
間
接
経
費
を
回
し
て
い

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
評
価
尺
度
は
あ
く

ま
で
も
大
学
が
考
え
、
分
野
を

問
わ
ず
研
究
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
は
き
ち
ん
と
評
価
し
、
努

力
す
れ
ば
報
わ
れ
る
と
い
う
姿

勢
は
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま
た
I
R
※
３
も
し
っ
か

り
見
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

国
立
大
学
自
身
、
総
じ
て
こ

れ
ま
で
は
情
報
発
信
力
が
や
や

不
足
し
て
い
た
点
は
否
め
ま
せ

ん
。今
後
は
、中
身
の
ア
ピ
ー
ル

を
最
優
先
に
す
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
他
の

機
関
が
し
て
い
な
い
研
究
に
取

り
組
む
、
あ
る
い
は
社
会
の
人

材
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
教

育
方
法
の
改
善
、
不
断
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
開
発
も
必
要
で
す
。

外
部
資
金
の
獲
得
に
関
し
て

も
、
大
型
の
共
同
研
究
や
受
託

研
究
は
海
外
に
取
ら
れ
や
す
い

と
嘆
く
だ
け
で
な
く
、
き
ち
ん

と
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

機
能
を
果
た
す
、
単
に
企
業
の

ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
た
り
、
既

存
の
も
の
同
士
を
単
純
に
結
び

つ
け
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、

新
し
い
組
み
合
わ
せ
を
考
え
逆

提
案
す
る
ぐ
ら
い
の
姿
勢
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

近
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
う
な

ら
、
自
ら
価
値
創
造
す
る
の
で

す
。こ
れ
ら
が
ひ
い
て
は
大
学

経
営
の
眼
目
と
な
り
、
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま

さ
に
執
行
部
の
腕
の
見
せ
ど
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
春
か
ら
は
「
大
学
ポ
ー

ト
レ
ー
ト
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。わ
れ
わ
れ
も
含
め
、こ
う
し

た
情
報
も
含
め
て
、
高
校
サ
イ

ド
へ
は
も
っ
と
大
学
の
中
身
を

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
３　

Institutional Research

：
イ

ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ナ
ル·

リ
サ
ー

チ
。先
行
す
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、機
関
の

計
画
立
案
、政
策
形
成
、意
思
決
定
を
支

援
す
る
た
め
の
情
報
を
提
供
す
る
目
的

で
、
高
等
教
育
機
関
の
内
部
で
行
わ
れ

る
調
査
研
究
、
な
ど
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。

1

主として、人材育成や地域課題を解決する取
組などを通じて地域に貢献する取組とともに、
専門分野の特性に配慮しつつ、強み・特色の
ある分野で世界ないし全国的な教育研究を推
進する取組等を第三期の機能強化の中核とす
る国立大学を重点的に支援する。

2

主として、専門分野の特性に配慮しつつ、強み・
特色のある分野で地域というより世界ないし全
国的な教育研究を推進する取組等を第三期の
機能強化の中核とする国立大学を重点的に支
援する。

3

主として、卓越した成果を創出している海外大
学と伍して、全学的に世界で卓越した教育研
究、社会実装を推進する取組等を第三期の機
能強化の中核とする国立大学を重点的に支援
する。

山 梨 大 学 生 命 環 境 学 部 平成24年

秋 田 大 学 国 際 資 源 学 部 平成26年

長 崎 大 学 多文化社会学部 平成26年

山 口 大 学 国際総合科学部 平成27年

高 知 大 学 地 域 協 働 学 部 平成27年

宇都宮大学 地域デザイン科学部 平成28年予定

千 葉 大 学 国 際 教 養 学 部 平成28年予定

福 井 大 学 国 際 地 域 学 部 平成28年予定

徳 島 大 学 生物資源産業学部 平成28年予定

愛 媛 大 学 社 会 共 創 学 部 平成28年予定

大 分 大 学 福祉健康科学部 平成28年予定

宮 崎 大 学 地域資源創成学部 平成28年予定

（表２）　近年組織再編を行った、もしくは
近々行う予定のある国立大学

（表1）　重点支援の枠組み

その１


